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こ
れ
ま
で
「
天
主
十
誡
解
略
」
の
箇
所
に
つ
い
て
拙
訳
を
試
み
そ
こ
に

何
が
書
か
れ
て
い
る
の
か
上
か
ら
な
ぞ
り
思
い
巡
ら
し
て
み
た
。
果
た
し

て
そ
こ
に
は
明
末
中
国
の
社
会
や
思
想
の
状
況
の
特
色
が
見
事
な
ま
で
に

現
わ
れ
出
て
い
た
。
少
な
く
と
も
中
世
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
の
倫
理
的

支
柱
で
あ
り
続
け
た
で
あ
ろ
う
キ
リ
ス
ト
教
の
十
戒
を
、
遥
か
彼
方
の
明

末
中
国
の
儒
教
文
化
の
土
壌
に
い
か
に
移
植
し
て
根
づ
か
せ
る
か
と
い
う

課
題
に
正
面
か
ら
立
ち
向
か
い
且
つ
考
え
抜
い
た
跡
が
色
濃
く
認
め
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。

　

今
回
は
十
誡
解
略
の
全
体
を
振
り
返
る
の
で
は
な
く
、
前
回
の
補
足
で

は
充
分
に
或
い
は
全
く
言
い
及
ぶ
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
こ
と
が
ら
に
つ

い
て
触
れ
て
み
た
い
。
こ
れ
ま
で
十
戒
に
つ
い
て
の
教
要
解
略
の
一
部
の

記
述
に
つ
い
て
の
注
釈
書
の
よ
う
な
形
で
た
び
た
び
取
り
上
げ
て
来
た
パ

ン
ト
ー
ハ
（Pantoja

）
譔
述
、
楊
廷
筠
較
梓
『
七
克
』
は
明
末
中
国
に

お
け
る
十
戒
の
展
開
に
つ
い
て
考
え
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
文
献
で
あ

る
。
ま
た
、
ソ
エ
イ
ロ
（Soeiro

）
謹
述
『
天
主
聖
像
略
説
』（
別
名
は

『
造
物
主
垂
象
略
説
』）（
徐
宗
澤
『
明
清
間
耶
穌
会
士
訳
著
提
要
』
上
海

書
店
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
、
一
三
〇
頁

－

一
三
一
頁
）
は
単
な
る
キ
リ

ス
ト
像
の
解
説
書
で
は
な
く
そ
こ
で
は
造
物
者
な
る
神
が
被
造
的
世
界
に

救
済
者
な
る
イ
エ
ス
を
遣
わ
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
救
済

史
の
観
点
か
ら
十
戒
が
意
義
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
捉
え
方
は

伝
統
中
国
に
と
っ
て
真
新
し
い
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
更
に
明
末

中
国
に
お
い
て
官
と
し
て
は
最
高
位
の
内
閣
大
学
士
ま
で
登
り
詰
め
た
葉

向
高
に
は
「『
西
学
十
誡
初
解
』
序
」
と
い
う
文
章
が
あ
り
、
十
戒
へ
の 
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高
い
評
価
を
窺
わ
せ
る
。

　

十
戒
と
の
関
わ
り
の
中
で
如
上
の
文
章
に
つ
い
て
明
末
中
国
の
思
想
的

状
況
を
踏
ま
え
て
意
味
あ
る
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
を
述
べ
て
み
た
い
。
そ

の
場
合
、
明
末
思
想
史
を
考
え
る
う
え
で
重
要
視
さ
れ
る
東
林
派
と
呼
ば

れ
る
人
た
ち
の
思
想
を
準
拠
枠
（fram

e of reference

）
の
一
つ
と
し

た
い
。
イ
エ
ズ
ス
会
士
に
よ
っ
て
中
国
に
伝
え
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
カ
ト

リ
ッ
ク
の
明
末
思
想
上
で
の
意
味
定
位
を
期
す
か
ら
で
あ
る
。

一

　
『
七
克
』
に
つ
い
て
は
韓
国
の
金
勝
惠
氏
の
「
対
《
七
克
》
的
研
究
│

基
督
教
修
養
観
与
新
儒
家
修
養
観
的
早
期
交
匯
」（
段
琦
訳
）（『
世
界
宗

教
資
料
』
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
九
三
年
、
一
、
二
十
七
頁

－

三

十
三
頁
、
訳
せ
ば
「『
七
克
』
の
研
究
│
キ
リ
ス
ト
教
の
修
養
観
と
新
儒

家
の
修
養
観
の
早
期
接
触
」）
と
い
う
論
考
が
あ
る
。
同
論
考
は
「
一　

介
紹
」、「
二　

対
《
七
克
》
的
分
析
」、「
三　

結
論
」
と
い
う
三
部
構
成

で
あ
る
。

　

一
番
め
の
紹
介
の
部
分
で
は
リ
ッ
チ
の
『
天
主
実
義
』
と
パ
ン
ト
ー
ハ

の
『
七
克
』
は
出
版
年
代
も
近
く
、
前
者
が
中
国
人
に
キ
リ
ス
ト
教
の
神

の
観
念
を
伝
え
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
、
後
者
が
自
己
修
養
と
い
う
倫

理
的
課
題
に
力
点
が
置
か
れ
、
相
互
に
補
い
合
っ
て
東
ア
ジ
ア
の
知
識
人

の
世
界
で
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
作
用
し
た
こ
と
、
ま
た
『
七
克
』
の
中
で

使
用
さ
れ
た
倫
理
概
念
は
中
世
の
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
確
立
さ
れ
体
系

化
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
儒
家
の
用
語
を
も
っ
て
語
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

　

二
番
め
の
分
析
の
部
分
は
、「
Ａ　

智
慧
文
学
的
特
点
」、「
Ｂ　

新
儒

家
的
〝
公
〞
与
〝
私
〞
之
範
疇
」、「
Ｃ　

在
儒
家
術
語
中
基
督
教
関
于
人

的
本
性
的
理
論
」、「
Ｄ　

時
間
的
倫
理
価
値
」
の
四
つ
か
ら
成
る
。
Ａ
の

箇
所
で
は
、『
七
克
』
が
聖
書
や
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
文
学
で
用
い
ら
れ

る
「
智
者
」
と
「
愚
者
」
の
よ
う
な
対
立
概
念
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
が

述
べ
ら
れ
る
。
Ｂ
の
箇
所
で
は
、
仁
な
る
心
は
至
公
で
あ
り
、
欲
望
が
公

の
性
質
を
失
う
と
き
に
私
欲
と
な
る
こ
と
、
こ
の
よ
う
な
捉
え
方
は
新
儒

家
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
Ｃ
の
箇
所
で
は
、
人
間
の
精
神

は
「
天
理
」
が
賦
与
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
「
性
」、
す
な
わ
ち
「
本
然
の

性
」
で
あ
る
と
い
う
新
儒
家
的
な
説
明
が
述
べ
ら
れ
る
。
Ｄ
の
箇
所
で

は
、
時
間
と
は
連
続
す
る
と
こ
ろ
の
一
本
の
系
列
で
あ
り
、
そ
れ
は
終
極

を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

　

三
番
め
の
結
論
の
部
分
で
は
、
一
点
め
と
し
て
儒
家
の
中
心
テ
ー
マ
が

自
己
の
道
徳
的
修
養
で
あ
る
こ
と
か
ら
『
七
克
』
で
は
儒
家
の
象
徴
体
系

が
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
二
点
め
と
し
て
パ
ン
ト
ー
ハ
は
新
儒
家
の
倫

理
学
説
の
中
の
基
本
的
範
疇
を
受
容
し
た
こ
と
、
三
点
め
と
し
て
パ
ン

ト
ー
ハ
は
人
中
心
の
倫
理
学
を
神
中
心
の
倫
理
学
に
変
え
、
そ
れ
に
よ
り

因
果
応
報
的
な
見
方
と
の
差
異
を
明
確
に
し
た
こ
と
、
四
番
め
と
し
て
道

徳
的
な
面
か
ら
中
国
の
習
俗
に
対
し
て
戦
い
を
挑
ん
だ
こ
と
が
述
べ
ら
れ

る
。

　
『
七
克
』
の
よ
う
な
罪
と
徳
に
対
す
る
見
方
は
、
今
日
で
は
ス
ト
ア
派

の
心
理
学
並
び
に
プ
ラ
ト
ン
の
理
性
主
義
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
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り
、
初
期
の
教
父
の
思
想
に
認
め
ら
れ
る
人
間
の
肉
体
に
対
す
る
否
定
的

な
態
度
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
人
を
肉
体
の
統
一
さ
れ
た
存

在
と
見
る
聖
書
の
中
の
捉
え
方
を
歪
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し

全
体
と
し
て
『
七
克
』
は
儒
家
と
キ
リ
ス
ト
教
の
早
期
の
接
触
を
示
す
歴

期
史
的
な
著
作
で
あ
り
、
中
西
の
文
化
の
融
合
を
経
験
し
た
東
ア
ジ
ア
に

生
き
る
現
代
の
人
間
の
心
を
捉
え
る
。

　

以
上
、
非
力
を
顧
み
ず
金
勝
惠
氏
の
論
文
の
大
枠
を
辿
っ
て
み
た
。

『
七
克
』
の
全
体
を
見
事
に
照
射
し
た
高
論
を
正
確
に
は
捉
え
き
れ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
わ
た
く
し
は
十
戒
と
の
関
係
で
『
七
克
』
に
つ

い
て
見
て
み
た
い
。『
七
克
』
に
序
を
呈
し
て
い
る
人
物
は
、
楊
廷
筠
、

曹
于

、
鄭
以
偉
、
熊
明
遇
、
陳
亮
采
の
五
名
で
あ
る
。
朱
保
烱
、
謝
沛

霖
『
明
清
進
士
題
名
碑
録
索
引
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）

全
三
冊
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
人
物
の
科
挙
の
合
格
と
出
身
を
調
べ
る
と
、

楊
廷
筠
は
万
暦
二
十
年
の
（
一
五
九
二
年
）
合
格
で
浙
江
仁
和
の
人
、
曹

于

は
万
暦
二
十
年
（
一
五
九
二
年
）
の
合
格
で
山
西
安
邑
の
人
、
鄭
以

偉
は
万
暦
二
十
九
年
（
一
六
〇
一
年
）
の
合
格
で
江
西
上
饒
の
人
、
熊
明

遇
が
万
暦
二
十
九
年
（
一
六
〇
一
年
）
の
合
格
で
江
西
進
賢
の
人
、
陳
亮

采
が
万
暦
二
十
三
年
（
一
五
九
五
年
）
の
合
格
で
福
建
晋
江
の
人
で
あ

る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
楊
廷
筠
と
曹
于

及
び
鄭
以
偉
と
熊
明
遇
の
二
組
は

そ
れ
ぞ
れ
進
士
及
第
の
上
で
同
期
で
あ
る
こ
と
、
及
び
鄭
以
偉
と
熊
明
遇

は
同
郷
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

さ
ら
に
溝
口
雄
三
「
い
わ
ゆ
る
東
林
派
人
士
の
思
想
│
前
近
代
期
に
お

け
る
中
国
思
想
の
展
開
（
上
）
│
」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
七
十

五
冊
、
一
九
七
八
年
）
の
《
附
表
１
》
に
よ
れ
ば
、
曹
于

と
熊
明
遇
は

東
林
派
士
人
に
属
し
た
こ
と
に
な
る
（
二
九
三
頁
、
二
九
四
頁
）。

　

ま
た
バ
ル
ト
リ
（Bartoli, 1608 ‒1685

）
の
『
イ
エ
ズ
ス
会
の
歴
史

│
中
国
』（D

ell’
istoria della Cam

pagnia di G
esù la Cina, To-

rino, Per G
iacinto M

ariett, 1825

〔
愛
知
大
学
豊
橋
図
書
館
所
蔵
〕）

の
第
四
巻
（Libro Q

uatro

）
の
「
十
六
、
反
魏
忠
賢
の
書
院
」（16. 

Accadem
ia di Letterati contraria a G

ueicun

）
に
は
、

“
Erasi da 

pochi anni addietro istituita in Vusuie, città presso a N
anchìn, 

una fam
osa A

ccadem
ia di Letterati, che si adunavano a 

ragionare or delle virtù m
orali, or de’ m

odi più acconci ed 

utili al buon goverm
o d’popoli: e n’era il pro sì m

anifesto, e 

la fam
a che ne correva sì gloriosa, che in brieve spazio si 

m
ultiplicò in altre città; e gli Accadem

ici di tutte insiem
e si 

avean per un m
edesim

o corpo; nè quasi v’era M
andarino di 

nom
e nelle quattro Provincie dove più fioriscon gl’ingegni e 

gli studj, N
anchìn, Cechiàn, Fochièn, Chiansì (tutte nella 

parte australe della Cina ), che non vi fosse ascritto. I D
ottori 

nositri, Lione, Paolo, M
ichele, presederono in alcune; e i 

Padri ne com
m
endavano l’istituto, per lo grand’utile che ne 

traeva la Fede: perochè quasi tutti quegli A
ccadem

ici si 

affezionavano in gran m
aniera alla Legge cristiana, la quale 
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(oltre alle divine ) professa e insegna quelle m
edesim

e virtù 

m
orali, che anch’essi prendevano a praticare: anzi noi in 

opere più illustri, e con m
aniere d’altro più nobile 

insegnam
ento.”

(p. 42 )

（
下
線
、
筆
者
注
）
と
あ
る
。
ア
ン
リ
・
ベ

ル
ナ
ー
ル
著
、
松
山
厚
三
訳
『
東
西
思
想
交
流
史
』（
慶
應
書
房
、
一
九

四
三
年
）
に
は
こ
の
箇
所
が
訳
出
さ
れ
て
い
る
（
一
六
七
頁
）。
下
線
部

の
該
当
箇
所
は
、「
数
年
ま
え
に
〔
一
六
二
四
年
以
前
〕
に
…
南
京
に
近

い
都
會
、
無
錫
に
、
學
者
た
ち
の
有
名
な
ア
カ
デ
ミ
ー
が
設
立
さ
れ
、

…
…
幾
ば
く
も
な
く
し
て
、
ア
カ
デ
ミ
ー
は
他
の
都
市
に
も
波
及
し
、

…
…
我
々
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
博
士
た
ち
、
す
な
わ
ち
レ
オ
ン
、
ポ
ー

ル
、
ミ
シ
ュ
ル
は
、
こ
れ
ら
の
集
團
の
ど
れ
か
の
首
領
で
あ
り
、
神
父
た

ち
は
、こ
れ
か
ら
宗
教
が
引
き
出
す
と
こ
ろ
の
大
き
な
利
益
の
た
め
に
こ

う
し
た
學
派
を
推
賞
し
た
。」（
同
頁
）
と
な
っ
て
い
る
。
無
錫
に
東
林
書

院
が
建
設
さ
れ
た
後
、
各
地
に
、
特
に
南
京
、
浙
江
、
福
建
、
江
西
に
同

様
の
書
院
が
建
て
ら
れ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
李
之
藻
、
徐
光
啓
、
楊
廷
筠

は
そ
う
し
た
書
院
を
主
宰
し
（presederono

）、
他
方
宣
教
師
は
書
院

を
賞
讃
し
た
（com
m
endavano

）
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

後
藤
基
巳
「
明
末
儒
教
と
カ
ト
リ
ッ
ク
伝
道
」
に
よ
れ
ば
、「
ま
た
楊

廷
筠
が
そ
の
入
教
以
前
に
東
林
学
へ
関
心
を
持
っ
た
と
い
う
零
細
な
事
実

の
ほ
か
に
は
、
三
人
の
奉
教
士
人
が
東
林
ま
た
は
他
の
書
院
の
請
学
運
動

の
首
長
と
な
っ
た
と
い
う
事
実
も
残
念
な
が
ら
実
証
を
持
た
な
い
。
こ
れ

に
関
す
る
バ
ル
ト
リ
師
の
記
事
は
明
ら
か
に
不
正
確
で
あ
る
。」（『
明
清

思
想
と
キ
リ
ス
ト
教
』
研
文
出
版
、
一
九
七
九
年
、
一
〇
三
頁
）
と
あ

る
。
バ
ル
ト
リ
の
記
述
は
事
実
そ
の
も
の
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ

う
け
れ
ど
も
、
楊
廷
筠
の
入
教
前
で
の
東
林
学
へ
の
関
心
は
「
零
細
な
事

実
」
以
上
の
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
が
入
教

前
に
東
林
派
へ
の
親
近
的
な
態
度
を
持
し
て
い
た
と
す
れ
ば
そ
の
こ
と
の

意
味
は
決
し
て
小
さ
く
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
彼
と
科
挙
の
同
期
で

あ
っ
た
曹
于

が
カ
ト
リ
ッ
ク
に
好
意
的
で
あ
っ
て
、
楊
廷
筠
が
深
く
関

わ
っ
た
と
さ
れ
る
『
七
克
』
に
、
序
文
を
書
い
た
の
は
両
者
の
間
に
東
林

派
的
な
志
向
性
の
共
有
が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

鄭
以
偉
と
陳
亮
采
に
つ
い
て
は
中
国
思
想
上
楊
廷
筠
、
曹
于

、
熊
明

遇
ほ
ど
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
歴
史
学
部
（D

epartm
ent 

of H
istory

）
のAnn W

altner

の
論
文“

D
em
erits and deadly 

sins: Jesuit m
oral tracts in late M

ing China”
(Stuart B. 

Schw
artz ed., Im

plicit U
nderstandings, Cam

bridge U
niversi-

ty Press, 1994 )

に
彼
ら
に
関
す
る
こ
と
が
ら
が
詳
述
さ
れ
て
い
た
（
四

三
六
頁

－

四
四
〇
頁
）。
管
見
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
両
者
は
こ
れ
ま
で
明

末
カ
ト
リ
ッ
ク
史
研
究
に
お
い
て
注
目
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
よ
う
な
の
で

教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
大
で
あ
り
、
記
し
て
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

鄭
以
偉
は
『
明
史
』
巻
二
五
一
に
加
え
て
同
治
十
二
年
『
廣
信
府
志
』

第
九
「
人
物
」、
光
緒
七
年
『
江
西
通
志
』
巻
一
五
七
「
列
傳
」
等
に
記

載
が
あ
っ
た
。
官
は
翰
林
院
検
討
、
右
春
坊
右
諭
徳
、
礼
部
右
侍
郎
、
詹

事
府
少
詹
事
、
翰
林
院
侍
読
学
士
、
経
筵
講
官
、
実
録
副
総
裁
、
太
子
賓

客
、
吏
部
右
左
侍
郎
、
礼
部
尚
書
、
内
閣
大
学
士
を
歴
任
し
た
（
康
煕
二

十
二
年
『
廣
信
府
志
』
巻
十
六
之
一
「
人
物
志
」「
名
臣
」、
二
十
四
葉
表
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－

二
十
五
葉
表
〔
内
閣
文
庫
所
蔵
〕。
ま
た
張
徳
信
『
明
代
職
官
年
表
』

〔
黄
山
書
社
、
二
〇
〇
九
年
〕
第
一
冊
「
部
臣
侍
郎
年
表
」〔
九
四
四
頁

－

九
四
六
頁
〕
に
よ
り
補
っ
た
）。

　

人
と
な
り
に
つ
い
て
は
、
道
光
六
年
『
上
饒
縣
志
』（
東
洋
文
庫
所

蔵
）
に
よ
れ
ば
「
以
偉
修
潔
自
好

0

0

0

0

、
書0

過0

目
不
忘

0

0

0

。
文
章
奥

0

0

0

博0

、
而
票
擬

非
其
所
長
。
檬
曰
、
吾
富
於
萬
巻
、
窘
於
數
行
、
乃
爲
後
進
所
藐
。」（
巻

二
十
二
、「
人
物
志
」「
鄕
賢
」、
十
八
葉
表
。
傍
点
、
著
者
注
。
特
に
注

記
し
な
い
限
り
、
以
下
同
じ
―
「
潔
」
の
字
は
（
同
治
十
一
年
『
上
饒
縣

志
』
中
國
地
方
志
集
成
『
江
西
府
縣
志
輯
』
㉒
、
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一

九
九
六
年
、
三
二
六
頁
〔
京
都
女
子
大
学
所
蔵
〕
に
よ
っ
て
補
っ
た
）
と

あ
る
よ
う
に
、
実
務
を
得
意
と
せ
ず
、
文
人
肌
で
高
潔
な
性
格
で
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
著
書
と
し
て
『
靈
山
藏
』、『
懷
玉
藏
』、『
明
府
藏
』、『
山

上
山
』
等
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
前
掲
『
廣
信
府
志
』
同
巻
、
二
十
五

葉
表
）。
他
に
『
金
璧
故
事
』
五
巻
を
編
集
し
て
い
る
。
同
書
は
長
澤
規

矩
也
編
『
和
刻
本
類
書
集
成
』
第
三
輯
（
汲
古
書
院
、
一
九
七
七
年
、
三

二
五
頁

－

三
九
二
頁
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
長
澤
「
解
題
」
に
よ
れ

ば
、
同
輯
は
「
故
事
の
出
典
用
例
を
記
し
た
類
書
を
輯
め
た
。」
も
の
で

あ
り
、
同
書
に
つ
い
て
は
「
和
刻
本
の
傳
來
は
さ
う
多
く
な
く
、
明
刊
本

も
未
見
。
編
者
に
つ
い
て
は
、
他
に
徴
す
る
も
の
が
な
い
。」
と
あ
る
。

　

官
に
あ
っ
て
の
際
立
っ
た
行
な
い
は
、
雍
正
十
年
『
江
西
通
志
』（
東

洋
文
庫
所
蔵
）
に
よ
れ
ば
「
以
講
筵
面
叱
逆
璫
、
上
疏
乞
歸
。」（
巻
八
十

六
、「
人
物
」「
廣
信
府
二
」、
二
十
八
葉
表
）
と
あ
る
よ
う
に
皇
帝
へ
の

講
義
の
席
で
宦
官
魏
忠
賢
を
叱
責
し
た
こ
と
で
あ
る
。
反
魏
忠
賢
的
な
態

度
を
も
っ
て
鄭
以
偉
も
ま
た
東
林
派
に
与
し
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
の

で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
乾
隆
四
十
八
年
『
廣
信
府
志
』（
東
洋
文
庫
所
蔵
）
に
よ
れ

ば
、「
天
啓
元
年
光
宗
祔
廟
、
當

憲
宗
。
太
常
少
卿
洪
文
衡
以
睿
宗
不

當
入
廟
、
請

奉
玉
芝
宮
。
以
偉
不
可
而
止
。
論
者
卒
是
文
衡
。」（
巻
十

六
、「
人
物
」「
先
正
」、
八
十
三
葉
表
）
と
あ
る
。
洪
文
衡
は
か
つ
て
東

林
派
の
代
表
的
士
人
で
あ
る
顧
憲
成
を
抜
擢
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
あ
る

（『
明
史
』
巻
二
四
二
「
列
伝
」
第
一
三
〇
）。
鄭
以
偉
は
光
宗
が
亡
く

な
っ
た
後
の
儀
礼
上
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
彼
の
考
え
に
抗
し
た
。
こ
れ

は
鄭
以
偉
が
党
派
性
を
超
え
て
自
ら
の
信
ず
る
と
こ
ろ
に
忠
実
で
あ
ろ
う

と
す
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
、
康
熙
二
十
二
年
『
江
西
通
志
』（
内
閣
文
庫
所
蔵
）
巻
三
十

二
「
廣
信
府
」「
人
物
」
に
は
鄭
以
偉
の
記
載
が
あ
り
、「
字
子
噐
、
上
饒

人
。
太
僕
公
邦
福
從
子
也
。」（
二
十
三
葉
表
）
と
あ
る
。
同
通
志
同
巻
前

葉
に
は
伯
（
叔
）
父
の
鄭
邦
福
の
記
載
が
あ
る
。
邦
福
は
刑
曹
郎
、
福
建

僉
事
、
粤
東
兵
備
を
歴
任
し
た
（
二
十
二
葉
裏
）。
思
う
に
、
邦
福
と
以

偉
を
輩
出
し
た
鄭
家
は
上
饒
県
の
読
書
人
の
家
庭
で
は
な
い
で
あ
ろ
う

か
。

　

要
す
る
に
鄭
以
偉
は
上
饒
県
の
名
門
の
家
に
生
ま
れ
自
ら
の
信
ず
る
と

こ
ろ
に
忠
実
に
生
き
、
権
力
あ
る
者
と
衝
突
す
る
こ
と
も
辞
せ
ず
、
宦
官

魏
忠
賢
た
ち
と
も
対
立
し
た
正
義
派
官
僚
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
か
。

　

次
に
陳
亮
采
に
つ
い
て
は
乾
隆
三
十
年
『
晋
江
縣
志
』
巻
十
「
人
物
志　



（6）

ヴァニョーニ述『天主教要解略』訳注（十三）

149

四
」「
循
績
」、
同
治
九
年
重
刊
『
泉
州
府
志
』
巻
四
十
九
「
循
績　

明
十

一
」、
同
治
十
年
重
刊
『
福
建
通
志
』
巻
一
五
二
「
明
選
擧
一　

進
士
」

に
記
載
が
あ
っ
た
。
官
は
刑
部
郎
中
、
台
州
、
湖
州
及
び
萊
州
の
知
府
、

山
東
兵
備
道
、
広
東
参
政
、
山
東
登
萊
道
、
山
東
按
察
使
及
び
浙
江
按
察

使
を
歴
任
し
た
（
乾
隆
二
十
八
年
〔
同
治
九
年
重
刊
〕『
泉
州
府
志
』〔
一

橋
大
学
図
書
館
所
蔵
。「
澁
澤
文
庫
」
の
蔵
書
印
あ
り
〕
巻
四
十
九
「
循

績
」、
八
十
葉
裏
）。

　

湖
州
の
知
府
で
あ
っ
た
と
き
に
は
、「
出
守
台
州
、
轉
湖
州
、
均
田
定

0

0

0

賦0

、
毋
俾
隱
匿
。
富
室
先
有
謗
言
。
久
乃
服
。」（
同
府
志
、
同
巻
、
同

葉
）
と
あ
る
よ
う
に
、
均
田
均
役
を
実
施
し
て
「
富
室
」、
推
測
す
る
に

大
地
主
層
か
ら
の
抵
抗
に
遭
遇
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
を
裏
づ
け
る
史

料
が
あ
る
。
濱
島
敦
俊
「
均
田
均
役
の
実
施
を
め
ぐ
っ
て
」（『
東
洋
史
研

究
』
第
三
十
三
巻
、
第
三
号
、
一
九
七
四
年
。
尚
、
同
論
文
に
つ
い
て
は

前
掲
溝
口
論
文
二
七
八
頁
の
注
11
を
通
し
て
知
る
こ
と
が
出
来
た
。
記
し

て
感
謝
す
る
）
に
よ
れ
ば
、
万
暦
二
十
九
年
（
一
六
〇
一
年
）
に
烏
程
の

郷
紳
朱
國
禎
は
均
田
均
役
の
実
施
を
浙
江
巡
撫
と
按
察
使
に
進
言
し
た

（
八
十
七
頁
）。
こ
れ
に
呼
応
す
る
形
で
民
衆
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
運
動

は
「
學
宮
で
の
會
議
（
團
交
）
で
一
度
は
均
田
均
役
が
決
定
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
が
、
最
終
的
に
は
、
郷
紳
地
主
の
ま
き
返
し
と
、
さ
ら
に
は
中

央
政
府
の
意
向
で
、
改
革
は
頓
挫
し
た
ら
し
い
。」（
八
十
八
頁
）
と
あ
る

よ
う
に
、
最
終
的
な
成
功
に
は
至
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
運
動

は
周
囲
に
相
当
の
波
紋
を
投
げ
か
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
…
…
多
く

の
方
志
が
こ
の
事
件
に
つ
い
て
全
く
、
或
い
は
殆
ん
ど
觸
れ
ず
、
明
代
の

均
田
均
役
の
内
容
に
つ
い
て
も
全
く
記
載
し
て
い
な
い
。」（
同
頁
）
と
あ

る
よ
う
に
、
公
的
記
録
か
ら
抹
殺
さ
れ
た
か
の
観
が
あ
る
よ
う
だ
。
中
央

政
府
の
均
田
均
役
運
動
へ
の
消
極
的
で
警
戒
的
な
態
度
が
窺
わ
れ
よ
う
。

運
動
と
は
直
接
に
は
関
わ
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
「
國
禎
は
こ
の
事

件
に
よ
っ
て
罪
を
得
て
お
り
」（
九
十
頁
）
と
い
う
こ
と
か
ら
見
て
も
そ

の
こ
と
は
言
え
そ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
と
き
湖
州
知
府
と
し
て
民
衆

の
均
田
均
役
の
運
動
に
肯
定
的
で
あ
っ
た
の
が
陳
亮
采
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
（
註
壱
、
九
十
九
頁
）。「
こ
の
間
の
事
情
を
詳
し
く
傳
え
る
」（
註

49
、
九
十
八
頁
）
と
さ
れ
る
朱
國
禎
の
『
湧
幢
小
品
』
巻
十
四
の
「
均

田
」
に
は
、「
于
是
大
議
泮
宮
、
擠
排
幾
至
堕
橋
。
權
在
百
姓

0

0

、
不
在
縣

主
。
縣
主
亦
怒
、
據
均
字
以
一
切
法
齊
之
、
而
各
大
族

0

0

之
子
弟
互
糾
集
、

直
犯
府
主

3

3

、
加
惡
聲
。
府
主

3

3

震
怒
、
多

遁
去
。」（
歴
代
筆
記
小
説
大
観

『
湧
幢
小
品　

上
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
、
二
六
七
頁
）
と

あ
る
（
濱
島
論
文
の
八
十
七
頁
か
ら
八
十
八
頁
に
訳
文
が
記
載
）。
均
田

均
役
の
主
張
で
は
陳
亮
采
は
こ
れ
に
賛
同
す
る
「
百
姓
」、
す
な
わ
ち
民

衆
の
側
に
立
ち
、
こ
れ
に
反
対
す
る
「
大
族
」、
臆
測
す
る
に
大
地
主
に

抗
し
た
よ
う
で
あ
る
。「
府
主
震
怒
」
と
い
う
語
句
か
ら
信
念
に
拠
っ
て

大
地
主
の
圧
力
を
も
の
と
も
し
な
い
陳
亮
采
の
気
迫
が
伝
わ
っ
て
来
る
よ

う
で
あ
る
。
し
か
し
濱
島
論
文
の
註
壱
（
九
十
九
頁
）
に
よ
れ
ば
、
乾
隆

二
十
三
年
の
『
湖
州
府
志
』（
東
洋
文
庫
所
蔵
）
巻
二
十
七
「
郡
守
表
」

に
「
二
十
九
年
任
、
降
山
東
運
同
。」（
十
五
葉
裏
）
と
あ
る
よ
う
に
知
府

の
陳
亮
采
は
降
格
人
事
を
言
い
渡
さ
れ
、
山
東
に
転
出
さ
せ
ら
れ
た
の
で

あ
っ
た
。
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そ
の
次
に
萊
州
知
府
と
し
て
転
任
し
た
と
き
に
は
、「
萬
歴
時
知
莱
州

府
、
有
惠
政
及
民
、
廣
設
學
田
、
培
養
士
類
。」（
乾
隆
五
年
『
萊
州
府

志
』
巻
九
、「
宦
蹟
」
十
四
葉
表
〔
東
洋
文
庫
所
蔵
〕）
と
あ
る
よ
う
に
、

「
學
田
」
に
基
盤
を
置
く
経
済
的
な
支
援
制
度
を
設
け
て
人
材
の
育
成
に

努
め
、
有
能
な
人
物
を
登
用
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
同

「
萊
州
府
志
」
は
巻
四
「
學
校
」
の
「
府
儒
學
」
の
「
學
田
」
の
箇
所

に
、「
三
十
九
年
知
府
陳
亮
采
輸
羡
金
二
百
六
十
兩
、
置
學
田
五
頃
三
十

五

七
分
。
每
年
納
租
銀
六
十
二
兩
七
分
五
釐
九
毫
零
、
内
除
完
國
課
銀

一
十
五
兩
二
錢
八
分
二
釐
八
毫
零
、
實
收
學
租
銀
四
十
六
兩
七
錢
九
分
三

釐
零
、
貯
之
府
庫
、
供
儒
學
諸
生
賓
興
科
貢
之
資
。」（
二
葉
表
）
と
記

す
。
そ
の
後
山
東
兵
備
道
に
抜
擢
さ
れ
た
と
き
は
、「
擢
山
東
兵
備
道
。

所
至
、
廉
幹
有
聲
。」（
前
掲
『
泉
州
府
志
』、
巻
四
十
九
「
循
績
」、
八
十

葉
裏
）
と
あ
る
よ
う
に
、
清
廉
で
有
能
な
官
僚
と
し
て
声
望
が
高
ま
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

　
「
す
で
に
浙
江
に
つ
い
て
均
田
均
役
の
推
進
者
が
東
林
、
或
い
は
反
魏

忠
賢
派
を
多
く
含
む
こ
と
を
紹
介
し
た
」（
濱
島
敦
俊
「
明
末
南
直
の
蘇

松
常
三
府
に
お
け
る
均
田
均
役
法
」（『
東
洋
學
報
』
第
五
十
七
巻
、
第

三
・
四
号
、
一
九
七
六
年
、
一
〇
六
頁
）
と
言
及
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
前
出

の
「
均
田
均
役
の
實
施
を
め
ぐ
っ
て
」
と
い
う
論
文
の
八
十
九
頁
の
論
述

に
よ
っ
て
、
浙
江
の
湖
州
で
均
田
均
役
運
動
を
支
持
し
た
陳
亮
采
は
実
質

的
に
東
林
派
の
側
に
立
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま

た
、
彼
が
人
材
の
育
成
に
も
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
は
大
地
主
の
専
横
な
支

配
の
構
造
を
打
ち
崩
そ
う
と
す
る
意
思
の
現
わ
れ
で
は
な
か
っ
た
か
と
も

思
わ
れ
、
そ
の
意
味
で
も
中
小
地
主
の
側
に
立
つ
と
さ
れ
る
東
林
派
に
極

め
て
近
い
位
置
に
身
を
置
い
て
い
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

要
す
る
に
、『
七
克
』
に
序
を
寄
せ
た
楊
廷
筠
、
曹
于

、
鄭
以
偉
、

熊
明
遇
、
陳
亮
采
は
大
摑
み
に
言
え
ば
東
林
派
の
人
脈
に
連
な
る
と
い
う

点
を
共
通
項
と
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
東
林
派
は
外
観
に
お

い
て
多
様
な
相
を
呈
す
る
。
東
林
派
に
関
す
る
先
駆
的
研
究
で
名
高
い
小

野
和
子
の
「
東
林
党
」
の
説
明
に
よ
れ
ば
、「
東
林
党
の
政
治
運
動
は
、

宦
官
お
よ
び
そ
れ
と
結
託
し
た
腐
敗
官
僚
の
あ
く
な
き
政
治
的
収
奪
に
反

対
し
、
当
時
の
満
州
民
族
の
侵
入
と
い
う
民
族
的
危
機
に
対
応
し
よ
う
と

し
た
も
の
で
、
と
く
に
江
南
地
方
に
お
い
て
農
民
や
商
工
業
者
の
熱
烈
な

民
衆
的
支
持
を
獲
得
し
た
。」（
平
凡
社
『
ア
ジ
ア
歴
史
事
典
』
第
七
巻
、

一
九
六
一
年
、
一
〇
三
頁
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
他
方
、
前
掲
溝
口
論

文
に
よ
れ
ば
「
こ
の
よ
う
な
皇
帝
専
制
に
終
始
抵
抗
し
た
東
林
派
人
士
は

…
里
甲
制
崩
壊
の
過
程
の
中
で
城
居
・
郷
村
地
主
層
を
基
盤
と
し
た
新
ら

し
い
体
制
秩
序
の
模
索
を
は
じ
め
て
い
た
人
々
と
推
定
さ
れ
る
」（
一
三

二
頁
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
東
林
派
の
性
格
規
定
は

困
難
な
作
業
で
あ
る
わ
け
だ
け
れ
ど
も
、
思
想
史
と
経
済
史
の
二
つ
の
視

点
か
ら
よ
り
広
角
的
に
東
林
派
を
捉
え
た
溝
口
論
文
に
重
心
を
置
い
て
見

て
み
る
と
、
そ
れ
は
秩
序
の
担
い
手
と
し
て
の
道
徳
主
体
の
自
己
を
持
し

つ
つ
、
体
制
内
改
革
を
志
向
す
る
知
識
人
の
集
合
体
を
指
す
の
で
は
な
い

で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
で
は
次
に
『
七
克
』
の
序
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
と
い
う
の
も

『
七
克
』
は
十
戒
の
部
分
的
に
説
き
明
か
し
た
書
で
あ
る
と
も
言
う
こ
と
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が
出
来
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
序
を
通
し
て
十
戒
に
対
す
る
見

方
や
態
度
を
も
見
透
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
十
戒
に
対
す
る
理
解
に
ま
で
踏
み
込
む
こ
と
が
出
来
る
こ
と

を
期
待
し
た
い

　

ま
ず
、
楊
廷
筠
の
「
七
克
序
」
に
つ
い
て
見
る
こ
と
に
す
る
。

　
　

諸
君
子
觀
光
用
賔
、
大
都
潔
脩
自
好
、
其
為
人
不
詭
時
向
。
其
為
學

不
襲
浮
説
、
間
用
華
言
譯
其
書
教
、
皆
先
聖
微

也
。
…
…
而
大0

台0

不
越

端

0

0

0

0

、
曰
欽
崇

0

0

一

　
　

天
主

0

0

0

物
之
上

0

0

0

、
曰
愛
人
如
己

0

0

0

0

。」（
蓬
左
文
庫
所
蔵
『
七
克　

一
』、

一
葉
裏

－

二
葉
表
〔
句
読
は
徐
宗
澤
『
明
清
間
耶
穌
会
士
訳
著
提

要
』〔
上
海
世
紀
出
版
集
団
、
二
〇
一
〇
年
、
三
十
九
頁

－

四
十

頁
〕
に
拠
っ
た
。
以
下
、
同
じ
〕）。

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
楊
廷
筠
は
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
は
二
点
、
す

な
わ
ち
「
欽
崇
一
天
主
萬
物
之
上
」
並
び
に
「
愛
人
如
己
」
に
収
斂
す
る

と
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
共
観
福
音
書
中
の
マ
タ
イ
に
よ
る
福

音
書
二
十
二
章
三
十
四
節
か
ら
四
十
節
ま
で
の
箇
所
或
い
は
マ
ル
コ
に
よ

る
福
音
書
十
二
章
二
十
八
節
か
ら
三
十
一
節
、
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
十
章

二
十
五
節
か
ら
二
十
八
節
ま
で
の
箇
所
を
踏
ま
え
た
も
の
で
は
な
い
か
。

マ
タ
イ
二
十
二
章
の
三
十
七
節
か
ら
四
十
節
は
新
共
同
訳
に
よ
れ
ば
、

「
イ
エ
ス
は
言
わ
れ
た
。『「
心
を
尽
く
し
、
精
神
を
尽
く
し
、
思
い
を
尽

く
し
て
、
あ
な
た
の
神
で
あ
る
主
を
愛
し
な
さ
い
。」
こ
れ
が
最
も
重
要

な
第
一
の
掟
で
あ
る
。
第
二
も
、
こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
重
要
で
あ
る
。

「
律
人
を
自
分
の
よ
う
に
愛
し
な
さ
い
。」
律
法
全
体
と
預
言
者
は
、
こ
の

二
つ
の
掟
に
基
づ
い
て
い
る
。』」
と
あ
る
（
同
箇
所
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会

聖
書
研
究
所
訳
で
は
、「
イ
エ
ス
は
答
え
て
仰
せ
に
な
っ
た
、『「
心
を
尽

く
し
、
精
神
を
尽
く
し
、
思
い
を
尽
く
し
て
、
あ
な
た
の
神
で
あ
る
主
を

愛
し
な
さ
い
。」
こ
れ
が
い
ち
ば
ん
重
要
な
、
第
一
の
掟
で
あ
る
。
第
二

も
こ
れ
に
似
て
い
る
。「
隣
人
を
あ
な
た
自
身
の
よ
う
に
愛
し
な
さ
い
。」

す
べ
て
の
律
法
と
預
言
者
は
、
こ
の
二
つ
の
掟
に
基
づ
い
て
い
る
。』」
と

な
っ
て
い
る
）。

　
『
聖
書　

新
共
同
訳
│
旧
約
聖
書
続
編
つ
き　

引
照
つ
き
』（
引
照
監
修　

共
同
訳
聖
書
委
員
会
）（
日
本
聖
書
協
会
）
に
よ
れ
ば
、
第
一
の
掟
は
旧

約
聖
書
申
命
記
六
章
五
節
等
に
、
ま
た
第
二
の
掟
は
旧
約
聖
書
レ
ビ
記
十

九
章
十
八
節
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　

楊
廷
筠
は
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
の
二
つ
の
要
諦
を
見
事
に
把
握
し
て
い

る
こ
と
が
窺
え
る
。
前
掲W

altner

論
文“

D
em
erits and deadly 

sins: Jesuit m
oral tracts in late M

ing China”

（
大
ま
か
に
訳
せ

ば
、「『
過
』
と
『
罪
』
│
明
末
中
国
に
お
け
る
イ
エ
ズ
ス
会
の
善
書
」
と

な
ろ
う
か
）
で
は
、「『
七
克
』
の
第
一
版
は
パ
ン
ト
ー
ハ
が
来
華
し
た
三

年
後
に
出
版
さ
れ
た
。」（
前
掲
Ｓ
・
Ｗ
・
シ
ュ
ウ
ォ
ル
ツSchw

artz

編

『
暗
黙
の
理
解
』Im

plicit U
nderstand ings

、
四
二
八
頁
）
と
あ
り
、

「
彼
は
『
七
克
』
の
作
成
に
当
た
り
、
楊
廷
筠
に
大
い
に
助
け
ら
れ
た
。」

（
同
頁
）
と
も
あ
る
。
前
掲
徐
宗
澤
『
明
清
間
耶
穌
会
士
訳
著
提
要
』
に

は
「
書
成
于
万
暦
甲
辰
（
一
六
〇
四
）。」（
三
十
八
頁
）
と
の
み
あ
り
、

巻
末
の
出
版
年
に
よ
っ
て
配
列
さ
れ
た｢

明
清
間
耶
穌
会
士
訳
著
書
名
表

｣

に
は
一
六
一
四
年
の
箇
所
に
『
七
克
』
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
（
三
三
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二
頁
）。『
七
克
』
の
万
暦
甲
寅
（
四
十
二
年
）
本
に
は
「
重
刻
」
に
類
す

る
文
字
は
な
い
。『
七
克
』
が
書
き
上
げ
ら
れ
た
年
が
万
暦
三
十
二
年

（
一
六
〇
四
年
）
で
あ
り
、
出
版
さ
れ
た
年
が
万
暦
四
十
二
年
（
一
六
一

四
年
）
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
楊
廷
筠
は
こ
の
十
年
の

間
の
或
る
時
期
か
ら
「
較
梓
」
の
作
業
に
従
事
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
方

豪
『
中
國
天
主
敎
史
人
物
傳
』
香
港
公
教
真
理
學
會
出
版
（
一
九
七
〇
年

再
版
）
第
一
冊
は
万
暦
三
十
年
（
一
六
〇
二
年
）
に
楊
廷
筠
が
リ
ッ
チ
に

会
っ
た
と
推
測
す
る
（
一
二
六
頁

－

一
二
七
頁
）。
洗
礼
は
そ
の
後
万
暦

三
十
九
年
（
一
六
一
一
年
）
に
受
け
て
い
る
（
一
二
七
頁

－
一
二
八
頁
）。

「
較
梓
」
の
作
業
に
携
わ
っ
た
の
は
万
暦
三
十
九
年
の
受
洗
以
降
と
考
え

る
余
地
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

楊
廷
筠
の
序
の
中
で
の
神
へ
の
愛
と
人
へ
の
愛
に
つ
い
て
の
記
述
の
中

で
特
徴
的
な
も
の
は
前
者
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
前
者
に
関
す
る
も
の

は
「
欽
崇
一
天
主
萬
物
之
上
」
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
申

命
記
六
章
五
節
の
漢
訳
文
│
│
例
え
ば
、
代
表
訳
で
は
「
爾
當
盡
心
盡
意

盡
力
、
愛
爾
上
帝
耶
和
華
」、
ま
た
Ｂ
Ｃ
訳
で
は
「
爾
曹
盡
心
、
盡
性
、

盡
力
、
愛
爾
之
神
耶
和
華
」
と
な
っ
て
い
る
│
│
と
い
う
も
の
で
は
な

く
、
十
戒
の
中
の
第
一
戒
の
漢
訳
文
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら

楊
廷
筠
は
す
で
に
序
を
書
く
以
前
に
十
戒
の
漢
訳
文
を
読
ん
で
知
っ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
よ
う
。W

altner

が
四
二
九
頁
に
記
す
よ

う
に
、『
中
國
天
主
敎
史
人
物
傳
』
第
一
冊
「
楊
廷
筠
」
に
よ
れ
ば
、「
楊

廷
筠
公
の
著
書
に
は
教
理
方
面
で
は
他
に
『
西
釈
弁
明
』、『
西
学
十
誡
註

0

0

0

0

0

解0

』
等
が
あ
っ
た
。」（
一
三
八
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
楊
廷
筠
は
『
西
学

十
誡
註
解
』
と
い
う
十
戒
の
解
説
書
を
著
わ
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
彼

が
十
戒
の
漢
訳
文
を
熟
知
し
て
い
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

『
七
克
』
の｢

序｣

を
書
く
ま
で
に
は
十
戒
の
漢
訳
文
に
接
し
て
い
た
の

で
は
な
い
か
。

　

中
国
思
想
の
根
幹
を
な
す
も
の
は
父
子
、
君
臣
、
夫
婦
、
兄
弟
、
朋
友

の
五
倫
の
思
想
に
代
表
さ
れ
る
倫
理
学
で
あ
る
。
十
戒
は
神
に
対
す
る
関

係
の
も
の
と
人
に
対
す
る
関
係
の
も
の
か
ら
成
っ
て
い
る
（
関
根
清
三

「
十
戒
」『
岩
波
キ
リ
ス
ト
教
辞
典
』、
四
七
五
頁
）。
ま
さ
し
く
「
キ
リ
ス

ト
教
の
伝
統
で
は
、
十
戒
は
基
本
的
倫
理
規
範
の
総
合
と
見
る
と
さ
れ
て

き
た
。」（
岩
島
忠
彦
【
倫
理
規
範
】「
十
戒
」
同
辞
典
、
四
七
六
頁
）
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
楊
廷
筠
は
倫
理
重
視
の
中
国
思
想
を
土
台
に
し
て

キ
リ
ス
ト
教
カ
ト
リ
ッ
ク
を
見
た
と
き
、
神
と
人
に
対
す
る
関
係
か
ら
倫

理
を
説
き
起
こ
す
十
戒
を
キ
リ
ス
ト
教
の
根
幹
を
な
す
も
の
と
し
て
捉
え

た
の
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

楊
廷
筠
は
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
の
二
つ
の
要
諦
に
つ
い
て
述
べ
た
直
後

に
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
　

夫
欽
崇

　
　

天
主
即
吾
儒
昭
事
上
帝

0

0

0

0

也
、
愛
人
如
己
即
吾
儒
民
吾
同
胞

0

0

0

0

也
（
前
掲

楊
廷
筠
﹁
七
克
序
﹂〔
前
掲
蓬
左
文
庫
所
蔵
『
七
克　

一
』〕、
二
葉

表
裏
）。

　

こ
こ
で
彼
は
第
一
の
要
諦
を
儒
教
の
「
昭
事
上
帝
」
と
い
う
概
念
に
よ

り
、
ま
た
第
二
の
そ
れ
を
「
民
吾
同
胞
」
と
い
う
概
念
で
読
み
替
え
る
の

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、「
昭
事
上
帝
」
は
『
詩
経
』「
大
雅
」「
大
明
」
の
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中
の
語
で
あ
り
、
ま
た
「
民
吾
同
胞
」
は
張
載
の
「
西
銘
」（『
正
蒙
』

「
乾
稱
篇
」）
の
中
の
語
で
あ
る
（『
張
載
集
』
中
華
書
局
、
一
九
七
八

年
、
六
十
二
頁
）。
神
に
対
す
る
関
係
に
お
け
る
第
一
の
要
諦
と
人
に
対

す
る
関
係
に
お
け
る
第
二
の
要
諦
を
中
国
古
典
の
中
の
言
葉
で
言
い
表
わ

す
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
後
者
の
「
西
銘
」
は
岩
波
文
庫
『
太
極
圖
說
・

通
書
・
西
銘
・
正
蒙
』（
西
晋
一
郎
・
小
糸
夏
次
郎
譯
註
）（
一
九
三
八

年
）
の
「
解
題
」
に
よ
れ
ば
、「
…
…
人
倫
に
於
け
る
孝
と
、
萬
物
諸
共

人
が
そ
こ
よ
り
生
れ
出
た
天
の
命
に
從
ふ
こ
と
と
を
一
元
的
に
開
通
し
、

宗
敎
と
道
德
と
の
合
一
す
る
境
涯
を
簡
古
勁
切
の
筆
で
表
現
し
た
の
が
西

銘
で
あ
る
。
蓋
し
西
銘
は
、

那
倫
理
思
想
の
最
高
峯
を
示
す
も
の
と
い

ふ
も
過
言
で
な
い
。」（
五
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
宗
教
と
道
徳
と
の
融
合
す

る
世
界
を
示
し
た
中
国
倫
理
想
の
究
極
で
あ
る
。
第
二
の
要
諦
を
こ
の
よ

う
な
「
西
銘
」
の
中
の
語
で
捉
え
直
す
こ
と
は
キ
リ
ス
ト
教
の
倫
理
思
想

を
中
国
思
想
の
世
界
の
中
に
土
着
化
さ
せ
る
試
み
で
あ
る
と
同
時
に
、
キ

リ
ス
ト
教
の
倫
理
が
中
国
伝
統
社
会
の
倫
理
の
座
標
軸
に
お
い
て
も
最
高

位
に
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
営
み
で
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

更
に
、
楊
廷
筠
は
述
べ
る
。

　
　

又
以
泛
而
言
敬
天

0

0

、
稽
顙
對
越
皆
敬
也
、
必
愛
人

0

0

乃
為
敬
天

0

0

之
真
。

泛
而
言
愛
人

0

0

、
怵0

愓
煦
嫗

0

0

0

皆
愛
也
、
必
克
己
乃
有
愛
人

0

0

之
實
（
前
掲

「
七
克
序
」、
三
葉
表
）。

　

第
一
の
要
諦
を
「
敬
天
」
と
い
う
語
で
置
き
換
え
る
。
そ
の
う
え
で

『
礼
記
』「
檀
弓　

下
」
の
中
の
「
稽
顙
」
と
い
う
語
及
び
『
詩
経
』「
周

頌
」「
清
廟
」
の
中
の
「
對
越
」
と
い
う
語
が
「
敬
天
」
と
同
義
語
で
あ

る
こ
と
を
記
す
。
他
方
、
第
二
の
要
諦
を
「
愛
人
」
と
い
う
語
に
縮
約
す

る
。
そ
の
う
え
で
『
孟
子
』「
公
孫
丑　

上
」
の
中
の
「
怵
愓
」
と
い
う

語
及
び
『
礼
記
』「
楽
記
」
の
中
の
「
煦
嫗
」
と
い
う
語
が
「
愛
人
」
と

い
う
語
と
同
義
で
あ
る
こ
と
を
記
す
。

　

こ
れ
ら
は
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
の
第
一
と
第
二
の
要
諦
を
徹
頭
徹
尾
に
中

国
思
想
の
概
念
で
言
い
表
わ
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
第
二
の
要

諦
の
箇
所
で
挙
げ
ら
れ
た
「
怵
愓
」
と
い
う
語
は
『
孟
子
』「
公
孫
丑

上
」
の
中
で
性
善
説
の
根
拠
と
し
て
「
怵0

愓0

惻
隠
之
心
」
と
い
う
形
で
用

い
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
「
煦
嫗
」
と
い
う
語
は
『
礼
記
』「
楽
記
」
の
中

で
「
天
地
訢
合
、
陰
陽
相
得
、
煦
嫗

3

3

覆
育
萬
物
、」（
鄭
玄
注
、
孔
穎
達
疏

『
禮
記
正
義
』
巻
第
三
十
八
「
樂
記
」〔「
十
三
經
注
疏　

整
理
本
」
第
十

四
冊
〔
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
〕、
一
三
〇
二
頁
）」
と
あ
る
よ

う
に
万
物
を
慈
み
育
む
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
「
怵
愓
」
と
い
う
語
と
「
煦
嫗
」
と
い
う
語
に
言
い
換
え
ら
れ
る
と
こ

ろ
の
第
二
の
要
諦
の
「
愛
人
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
明
代
に
顕
著
に
現

わ
れ
た
「
本
来
的
に
は
自
己
自
身
に
ほ
か
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
の
万
物
、
そ
れ

に
お
け
る
痛
痒
を
ま
さ
し
く
自
己
の
痛
痒
と
し
て
感
覚
し
、
ふ
た
た
び
そ

こ
に
生
意
を
回
復
せ
し
め
る
」（
島
田
虔
次
『
朱
子
学
と
陽
明
学
』
岩
波

新
書
、
一
九
六
七
年
、
四
十
七
頁
）
と
こ
ろ
の
万
物
一
体
の
仁
の
思
想
に

通
底
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　

更
に
注
目
す
べ
き
は
、「
必
愛
人

0

0

乃
為
敬
天

0

0

之
真
」
と
い
う
語
句
と

「
必
克
己

0

0

乃
有
愛
人

0

0

之
實
」
と
い
う
語
句
と
の
関
係
で
あ
る
。
二
つ
の
語

句
を
図
式
的
に
つ
な
ぐ
と
、「
克
己
」
↓
「
愛
人
」
↓
「
敬
天
」
と
な
る
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で
あ
ろ
う
。
第
二
の
要
諦
を
実
践
す
る
た
め
に
は
第
一
の
要
諦
を
実
践
せ

ね
ば
な
ら
な
い
、
第
二
の
要
諦
を
実
践
す
る
た
め
に
は
克
己
を
実
践
せ
ね

ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。「
克
己
」
か
ら
「
敬
天
」
ま
で
が
同
一

の
ヴ
ェ
ク
ト
ル
を
も
っ
て
重
層
的
に
連
結
さ
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。

　

如
上
の
文
の
直
後
に
次
の
文
が
続
く
。

　
　

故
有
所
謂
食
饑
者
、
飲
渇
者
、
衣
裸
者
、
舎
旅
者
、
醫
病
者
及
顧
囹

圄
者
、
贖
虜
者
、
葬
死
者
、
皆
愛
人
事
也
（
前
掲
「
七
克
序
」、
三

葉
表
）。

　
「
愛
人
」
の
実
践
の
中
身
を
示
し
た
こ
の
文
は
教
要
解
略
巻
下
に
述
べ

ら
れ
る
と
こ
ろ
の
「
形
神
哀
矜
之
行
十
四
端
」
の
う
ち
の
「
形
之
七
端
」

の
「
一
食
飢
者　

二
飲
渇
者　

三
衣
裸
者
、
四
顧
病
者
及
囹
圄
者　

五
舎

旅
者　

六
贖
虜
者　

七
葬
死
者
」（
巻
下
、
一
葉
表
裏
）
と
基
本
的
に
同

じ
で
あ
る
。
こ
れ
は
キ
リ
シ
タ
ン
の
時
代
に
日
本
の
教
会
で
も
教
え
ら
れ

ミ
ゼ
リ
コ
ル
デ
ィ
ア
（m

isercordia

）
の
組
織
を
通
し
て
実
践
さ
れ
た

カ
ト
リ
ッ
ク
に
お
け
る
慈
善
行
為
の
項
目
で
も
あ
る
。
海
老
沢
有
道
・
岸

野
久
校
註
「
ド
チ
リ
イ
ナ
・
キ
リ
シ
タ
ン
（
一
五
九
二
年
刊
ロ
ー
マ
字

本
）」
の
「
第
十
二　

こ
の
ほ
か
キ
リ
シ
タ
ン
に
あ
た
る
肝
要
の
条
々
。」

の
中
に
「
慈
悲
の
所
作
」
の
項
目
が
あ
り
、「
色
身
に
あ
た
る
七
つ
の

事
」
の
箇
所
に
「
一
つ
に
は
、
飢
ゑ
た
る
者
に
食
を
与
ゆ
る
事
。
二
つ
に

は
、
渇か

つ

し
た
る
者
に
物
を
飲
ま
す
る
事
。
三
つ
に
は
、
膚は
だ
へ

を
隠
し
か
ぬ

る
者
に
衣
る
□い

を
与
ゆ
る
事
。
四
つ
に
は
、
病
人
を
労い
た
は

り
見
舞
ふ
事
。

五
つ
に
は
、
行あ

ん
ぎ
ゃ脚

の
者
に
宿
を
貸
す
事
。
六
つ
に
は
、
囚と
ら

は
れ
人
の
身
を

請う

く
る
事
。
七
つ
に
は
、
死
骸
を
納
む
る
事
、
こ
れ
な
り
。」（
海
老
沢
有

道
・
井
手
勝
美
・
岸
野
久
編
著
〈
キ
リ
シ
タ
ン
文
学
双
書
〉『
キ
リ
シ
タ

ン
教
理
書
』
教
文
館
、
一
九
九
三
年
、
一
五
八
頁
）
と
あ
る
（
尚
、
海
老

沢
・
岸
野
校
注
「
ド
チ
リ
ナ
・
キ
リ
シ
タ
ン
（
一
六
〇
〇
年
刊
ロ
ー
マ
字

本
）」
も
基
本
的
に
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
が
、
四
番
め
が
「
病
人
と
、
牢ろ

う

者
を
い
た
は
り
見
舞
ふ
事
。」〔
同
書
、
八
十
九
頁
〕
と
な
っ
て
い
る
）。

体
を
通
し
て
の
慈
善
の
業
（opera m

isericordiae corporalis

）
は

ラ
テ
ン
語
で
は
、“I

° cibum
 praebere esurientibus; 2

° potum
 

praebere sitientibus; 3

° nudos cooperire; 4

° hospites 

excipere; 5

° infirm
os visitare; 6

° carcere clausos invisere; 7

° 

m
ortuos sepelire.”

(cura et studio Petri Cardinalis G
asparri 

concinnatus, Catechism
us Catholicus, decim

a editio, Typis 

Polyglottis Vaticanis, 1933, pp. 80 ‒81 )

と
な
っ
て
い
る
（
ラ
テ
ン

語
文
は
漢
文
、
日
本
語
文
と
第
四
と
第
五
の
内
容
が
逆
に
な
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
）。

　
「
愛
人
」
の
中
味
が
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
理
（doctrine

）
の
中
に
あ
る

慈
善
の
実
践
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
万
物
一
体
の
仁
の
実
現
と

し
て
解
釈
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

楊
廷
筠
は
丁
志
麟
筆
「
楊
淇
園
先
生
超
性
事
蹟
」
に
よ
れ
ば
カ
ト
リ
ッ

ク
の
教
え
を
奉
じ
た
後
に
「
仁
会
」
と
い
う
組
織
を
結
成
し
て
慈
善
の
業

を
具
体
的
に
実
践
し
た
。

　
　

爾
時
武
林
有
放
生
會

0

0

0

0

0

0

0

0

、
歳
毎
縻
費
數
千
、
悉
市
鱗
介
羽
毛
、
而
縱

之
。
公
既
奉
教
、
知
愛
物
不
如
仁
民
。
迺
鳩
薦
紳
善
士
同
志
者
、
共

興
仁
會
。
規
簡
而
當
、
義
博
而
精
。
毎
月
就
主
堂
中
、
隨
所
願
舍
笥
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貯
焉
。
令
忠
謹
之
士
、
司
其
出
入
。
飢
者
食
之

0

0

0

0

、
寒
者
衣
之

0

0

0

0

、
渇
者

0

0

飮
之

0

0

、
病
者
藥
之

0

0

0

0

、
旅
者
資
之

0

0

0

0

、
虜
者
贖
之

0

0

0

0

、
死
者
藏
之

0

0

0

0

。
四
方
無

告
之
民
、
利
賴
無
算
、
而
公
軫
念
、
更
有
加
及
于
微
弱
者
。
貧

之

人
、
寒
凍
殊
苦
、
多
患
皸

。
公
諭
家
人
、
日
伺
典
舗
中
所
鬻
敝
衣

垢
裳
、
收
而
滌
緝
之
。
枲
絮
則
市
而
楮
之
、
歳
施
數
百
所
、
全
活
頗

衆
。（
パ
リ
国
立
図
書
館
漢
籍
第
七
〇
九
七
番
）（
六
葉
表
裏
）。

　

夫
馬
進
『
中
国
善
会
善
堂
史
研
究
』（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
七
年
）

に
よ
れ
ば
、「
善
会
が
興
起
し
た
時
代
は
ま
た
、
マ
テ
オ=

リ
ッ
チ
ら
の

努
力
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
が
一
部
で
流
行
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
儒

教
と
仏
教
の
中
で
思
想
形
成
を
行
っ
た
楊
廷
筠
が
、
そ
の
晩
年
に
キ
リ
ス

ト
教
に
改
宗
し
、
さ
ら
に
郷
里
の
杭
州
で
仁
会
と
い
う
名
の
善
会
を
作
っ

た
こ
と
に
は
、
善
会
の
歴
史
か
ら
み
て
極
め
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

彼
の
伝
記
『
楊
淇
園
先
生
超
性
事
蹟
』
に
よ
れ
ば
、
当
時
、
杭
州
で
は
放

生
会
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
楊
廷
筠
は
こ
れ
に
刺
激
さ
れ
て
仁
会
を

作
っ
た
と
い
う
。
彼
は
放
生
会
に
刺
激
さ
れ
な
が
ら
も
、『
物
を
愛
す
る

の
は
民
を
仁
く
し
む
の
に
及
ば
な
い
』
と
批
判
し
、
仁
会
を
結
成
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
飢
え
た
者
に
は
食
を
与
え
、
病
気
の
者
に
は
薬
を
与
え
、
死

者
は
こ
れ
を
葬
る
な
ど
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で

述
べ
ら
れ
る
『
愛
物
』
と
『
仁
民
』
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
議
論
は
、

す
で
に
見
た
陳
龍
正
の
も
の
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
仁
会
で
行
わ
れ

た
事
業
も
、
同
善
会
の
も
の
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
っ
た
。」（
一
八
六

頁
）
と
あ
る
。
楊
廷
筠
は
袾
宏
の
い
た
杭
州
の
武
林
で
盛
行
し
て
い
た
放

生
会
に
懐
疑
の
念
を
抱
き
カ
ト
リ
ッ
ク
の
慈
善
の
教
え
を
仁
会
を
設
立
し

て
実
践
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
日
本
で
は
「
慈
悲
の
組
」
と
称
さ
れ
た
ミ

ゼ
ル
コ
ル
デ
ィ
ア
の
組
織
が
中
国
で
は
「
仁
会
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
万
物
一
体
の
仁
を
連
想
さ
せ
る
「
仁
」
は‘m

isercordia’

を
漢
訳
し
た
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
の
「
仁
会
」
は
日

本
で
は
「
組
」
や
「
講
」
と
呼
ば
れ
た
「
信
心
会
」(confraternitas )

（
海
老
澤
有
道
「
組
」
研
究
社
『
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大
事
典
』
第
二
巻
、
五

九
三
頁
）
の
一
種
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

こ
の
「
信
心
会
」
と
い
う
組
織
は
川
村
信
三
『
キ
リ
シ
タ
ン
信
徒
組
織

の
誕
生
と
変
容
』（
教
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）
に
よ
れ
ば
、「
十
三
世
紀
イ

タ
リ
ア
の
『
民
衆
化
』
の
開
始
と
同
時
に
生
じ
た
具
体
的
な
か
た
ち
で
あ

り
、
十
六
世
紀
ま
で
に
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
き
わ
め
て
多
彩
な
発
展
を
遂
げ

た
信
徒
組
織
集
団
の
総
称
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
信
徒
の
自
発
的
な
参
加
に

よ
る
集
合
体
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
定
員
制
（
数
十
名
）
を
も
う
け
、
会

則
を
定
め
、
イ
タ
リ
ア
諸
都
市
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
機
構
を
模
倣
し
た
組
織

を
も
ち
、
リ
ー
ダ
ー
は
会
員
の
中
か
ら
短
期
交
代
（
長
く
て
数
ヶ
月
）
を

原
則
と
し
て
互
選
し
運
営
さ
れ
た
信
仰
共
同
体
で
あ
る
。
…
…
こ
う
し
た

信
仰
共
同
体
は
、
信
仰
活
動
と
は
別
に
、
会
員
の
日
常
的
な
相
互
扶
助
の

面
も
強
く
し
た
。」（
二
十
五
頁
―
二
十
六
頁
）
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

超
性
事
蹟
の
中
に
記
さ
れ
た
同
志
の
者
が
自
主
的
に
集
ま
っ
て
規
約
を
作

成
し
慈
善
活
動
に
従
事
す
る
「
仁
会
」
の
あ
り
方
は
信
心
会
の
そ
れ
に
符

合
す
る
。
異
な
る
の
は
活
動
主
体
が
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
に
限
定
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
慈
善
活
動
の
項
目
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
そ
れ

と
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、「
仁
会
」
の
設
立
に
当
た
っ
て
は
宣
教
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師
の
指
導
や
助
言
が
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

楊
廷
筠
の
設
立
し
た
「
仁
会
」
と
い
う
組
織
は
東
林
派
の
陳
龍
正
の
興

し
た
同
善
会
と
実
態
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま

た
、「
同
善
会
の
普
及
は
、
東
林
党
の
動
き
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
。」

（
同
書
、
九
十
三
頁
）
と
い
う
事
情
か
ら
も
、
楊
廷
筠
の
「
仁
会
」
の
活

動
が
同
善
会
の
そ
れ
と
内
容
を
同
じ
く
し
て
い
た
の
は
、
楊
廷
筠
が
東
林

派
の
士
人
と
問
題
関
心
を
共
有
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
の
関
心
と
は
中

小
或
い
は
中
堅
地
主
と
し
て
の
自
己
の
存
立
基
盤
の
補
強
で
は
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
楊
廷
筠
の
場
合
は
そ
こ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
身
分
制
度

を
否
定
せ
ぬ
ま
ま
身
分
を
超
え
た
人
間
愛
│
│
但
し
、
そ
れ
は
地
主
的
自

己
意
識
と
未
分
化
の
ま
ま
意
識
さ
れ
る
こ
と
な
く
│
│
に
ま
で
発
展
し
て

慈
善
の
業
は
な
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

楊
廷
筠
は
万
暦
三
十
九
年
（
一
六
一
一
年
）
に
五
十
四
歳
で
洗
礼
を
受

け
て
お
り
、『
七
克
』
は
万
暦
四
十
二
年
（
一
六
一
四
年
）
に
出
版
さ
れ

て
い
る
か
ら
、
序
の
内
容
か
ら
楊
廷
筠
は
万
暦
三
十
九
年
以
前
に
、
遅
く

と
も
万
暦
四
十
二
年
ま
で
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
慈
善
に
関
す
る
教
え
を

知
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。「
形
神
哀
矜
之
行
」
が
載
る
『
天
主
教
要
解

略
』
の
ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ
の
序
は
万
暦
四
十
三
年
（
一
六
一
五
年
）
に
書
か

れ
て
い
る
（「
天
主
教
要
解
略
序
」、
三
葉
裏
）。『
天
主
教
要
』
そ
の
も
の

はFurtado

が
関
わ
っ
た
「
耶
穌
會
共
譯
」
の
も
の
が
あ
る
（
前
掲
『
明

清
間
耶
穌
會
士
訳
著
提
要
』、
一
二
〇
頁
）。Furtado

は
泰
昌
元
年
（
一

六
二
〇
年
）
に
マ
カ
オ
に
着
い
て
い
る
（
前
掲
『
中
國
天
主
敎
史
人
物

傳
』
第
一
冊
、
二
〇
九
頁
）。「
耶
穌
會
共
譯
」
の
も
の
よ
り
以
前
に
、
教

要
解
略
出
版
以
前
に
出
来
上
が
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
「
七

克
序
」
の
中
で
言
及
す
る
こ
と
が
出
来
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

Adrian D
udink

の
論
文“

Tianzhu jiaoyao, The Catechism
 

(1605 ) Published by M
atteo Ricci”

に
よ
れ
ば
、
マ
ッ
テ
オ
・
リ
ッ

チ
は
一
六
〇
五
年
五
月
九
日
付
け
の
手
紙
の
中
で
彼
の
カ
テ
キ
ズ
ム
の
出

版
及
び
そ
の
内
容
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
り
、
十
二
の
項
目
の
中
に
、
十

戒
と
慈
善
の
業
が
入
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る(Sino-W

estern Cultural 

Relations Journal XXIV (2002 ), p.40

〔
輔
仁
大
学
神
学
部
図
書
館

所
蔵
〕)

。
従
っ
て
万
暦
三
十
三
年
（
一
六
〇
五
年
）
に
は
リ
ッ
チ
が『
天

主
教
要
』を
書
き
著
わ
し
出
版
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
、楊
廷

筠
が
相
当
早
い
時
期
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
慈
善
の
業
の
内
容
に
つ
い
て
知
っ

て
い
た
こ
と
は
充
分
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、Gail King

の
論
文“

Christian Charity in Seventeenth-Century China”

（
同
雑
誌
、
第
二
十
二
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
十
七
頁
）
に
は
一
六
〇
九
年

九
月
八
日
に
リ
ッ
チ
の
勧
め
に
よ
り
聖
母
信
心
会
が
結
成
さ
れ
貧
し
い
者

を
助
け
死
者
を
葬
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
リ
ッ
チ
、
セ
メ
ー
ド

『
中
国
キ
リ
ス
ト
教
布
教
史
二
』
岩
波
書
店
、
一
七
〇
頁
―
一
七
一
頁
に

詳
述
）。
首
都
北
京
で
聖
母
信
心
会
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
慈
善
の
業
は

少
な
か
ら
ぬ
士
人
の
間
に
も
知
ら
れ
て
行
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う

か
。
楊
廷
筠
は
そ
の
前
例
を
す
で
に
伝
え
聞
い
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
よ

う
。　

　
「
…
同
善
会
が
本
格
的
に
盛
ん
に
な
る
の
は
、
や
っ
と
高
攀
龍
が
萬
暦

四
二
年
（
一
六
一
四
）
に
無
錫
県
で
始
め
て
か
ら
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。」
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（
一
八
五
頁
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
同
書
に
言
及
さ
れ
た
（
一
八
七

頁
）Standaert

の
『
楊
廷
筠
、
明
末
中
国
の
奉
教
士
人
』（Young 

Tingyum
, Confucian and Chrisian in Late M

ing China, E. J. 

Brill, 1988

）
は
一
六
二
〇
年
の
年
報
の
記
述
か
ら
、
仁
会
の
設
立
を
万

暦
四
十
四
年
（
一
六
一
六
年
）
か
ら
万
暦
四
十
六
年
（
一
六
一
八
年
）
の

間
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
（
九
十
頁
）。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
慈
善
に
つ
い

て
の
教
え
を
知
っ
て
か
ら
実
践
組
織
を
設
立
す
る
ま
で
に
些
か
時
間
を
要

し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

高
攀
龍
に
よ
っ
て
万
暦
四
十
二
年
（
一
六
一
四
年
）
に
同
善
会
が
設
立

さ
れ
る
以
前
に
『
天
主
教
要
』
は
書
き
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
北
京
に
お
け

る
聖
母
信
心
会
に
よ
る
慈
善
の
実
践
例
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
前
掲

King

の
論
文
に
よ
れ
ば
、「
キ
リ
ス
ト
教
の
慈
善(charity )

と
中
国
の

徳
行(benevolence )

の
間
の
相
似
性
が
前
者
の
受
容
を
促
進
し
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。」（
二
十
二
頁
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
高
攀
龍
が
仁
会

と
同
様
の
活
動
を
す
る
同
善
会
の
設
立
に
明
末
中
国
の
カ
ト
リ
ッ
ク
で
教

え
ら
れ
行
な
わ
れ
て
い
た
慈
善
の
業
の
影
響
を
見
る
こ
と
は
あ
な
が
ち
牽

強
付
会
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
す
で
に
楊
廷
筠
の
心
中
に
芽
吹
い

て
い
た
慈
善
の
実
践
へ
の
願
い
が
眼
前
に
展
開
す
る
同
善
会
の
運
動
に
刺

激
さ
れ
て
具
体
的
に
形
象
化
し
て
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
直
後
に
楊
廷
筠
は
次
の
よ
う
に
続
け
る
。

　
　

而
又
有
所
謂
伏
傲
、
熄
忿
、
觧
貪
、
坊
淫
、
遠
妬
、
清
飲
食
、
迷
醒

懈
惰
於
為
善
之
七
克
、
克
其
心
之
罪
根
、
植
其
心
之
徳
種
、
凡
所
施

愛
純
是
道
心
、
道
心
即
是
天
心
、
歩
歩
鞭
策
着
着
近
裏
、
此
之
為

學
、
又
與
吾
儒
闇
然
為
己
之

脉
脉
同
符
（
同
「
七
克
序
」、
三
葉

表
裏
）。

　

こ
こ
に｢

七
克｣

の
項
目
が
列
挙
し
て
あ
る
。
こ
れ
ら
は
教
要
解
略
下

巻
の
「
罪
宗
七
端
」
の
箇
所
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
「
克
罪
七

端
」
と
基
本
的
に
一
致
す
る
（
十
四
葉
裏

－

十
五
葉
表
）。
先
述
し
た
よ

う
に
、
楊
廷
筠
は
『
七
克
』
を
読
む
以
前
に
『
天
主
教
要
』
の
文
を
知
っ

て
い
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

要
す
る
に
、
具
体
的
に
分
類
さ
れ
た
内
面
の
欲
情
の
制
御
が
第
二
の
要

諦
の
実
践
を
可
能
に
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
宋
学
的
な
省

察
の
世
界
で
の
消
息
で
あ
る
。
宋
学
的
な
内
面
省
察
の
側
に
位
置
す
る
カ

ト
リ
ッ
ク
の
自
己
点
検
（exam

ination

）
が
万
物
一
体
の
仁
を
実
践
す

る
手
立
て
と
し
て
の
慈
善
行
為
を
可
能
に
し
、
第
一
の
要
諦
の
実
践
に
つ

な
が
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。

　
　

惟
是
七
克
所
載
大
率
遠
於
俗
情
、
如
冨
貴
菜
寵
為
綴
疣
、
貧
窮
苦
楚

為
福
澤
、
驟
閲
之
覺
可
駭
可
異
、
而
徐
玩
之
、
名
理
妙
趣
、
醒
心
豁

目
、
未
有
不
躍
然
神
觧
而
巻
不
釋
手
者
（
同
「
七
克
序
」、
三
葉
裏

－

四
葉
表
）。

　
『
七
克
』
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
広
く
通
用
す
る
価
値
観
を
逆
転

さ
せ
る
。
お
の
お
の
が
置
か
れ
た
境
遇
は
応
報
思
想
に
基
づ
く
と
こ
ろ
の

最
終
的
な
結
果
で
は
な
い
。
そ
の
環
境
に
抗
し
て
自
ら
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
を
可
能
に
す
る
道
徳
的
自
由
が
あ
る
。

　

楊
廷
筠
に
と
っ
て
カ
ト
リ
ッ
ク
は
内
面
の
道
徳
を
社
会
実
践
と
し
て
現

在
化
さ
せ
、
儒
教
の
権
威
の
根
拠
で
あ
る
天
を
意
識
し
て
そ
こ
に
由
来
す
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る
価
値
を
実
現
す
る
行
為
に
帰
着
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
事

天
」
の
業
こ
そ
第
一
戒
と
し
て
言
い
表
わ
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
う
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
理
は
天
を
中
心
に
展
開

す
る
儒
教
の
教
義
を
新
た
な
次
元
の
導
入
に
よ
っ
て
よ
り
堅
牢
に
体
系
化

さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
教
え
の
諦
め
と
し
て
第
一
戒
が
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
他
の
九
戒
も
ま
た
儒
教
思
想
の
実
践
を
導

き
整
え
る
も
の
と
し
て
意
味
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
楊
廷
筠
の

序
は
『
七
克
』
を
神
へ
の
愛
を
第
一
戒
と
し
て
掲
げ
る
十
戒
の
解
説
と
し

て
読
み
直
す
こ
と
も
出
来
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

二
番
め
の
序
は
曹
于

の
「
七
克
序
」
で
あ
る
。

　
　

共
戴
一
天

0

0

0

0

、
共
秉
一
命

0

0

0

0

、
共
具
一
性

0

0

0

0

、
可
知
也
。
泰
西
距
中
華
八
萬

里
逖
矣
。
龐
君
順
陽
著
七
克
各
一
巻
。
中
華
之
士
諷
其
精
語
為
之
觧

。
此
何
以
故
。
其
性
同
也

0

0

0

0

。
傲
妬
慳
忿
迷
食
色
惰
善
七
者
、
情
之

所
流
、
上
帝
降
衷
之
性

0

0

0

0

0

0

所
無
有
也
。
率
吾
天
命
之
性

0

0

0

0

、
未
肯
任
其
流

者
、
中
華
泰
西
之
所
不
能
異
也
（
曹
于

「
七
克
序
」〔
前
掲
蓬
左

文
庫
所
蔵
『
七
克　

一
』〕、
一
葉
表
裏
）。

　

人
は
至
上
の
権
威
で
あ
る
と
こ
ろ
の
天
に
拠
り
ど
こ
ろ
を
置
く
存
在
で

あ
っ
て
、
天
か
ら
「
性
」
を
賦
与
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
空
間
を
超
え

て
本
質
的
に
同
一
で
あ
る
。『
七
克
』
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
克
服
す
べ
き

七
つ
の
態
度
は
「
情
」
の
世
界
の
消
息
で
あ
る
。『
中
庸
』
の
冒
頭
に
掲

げ
る
「
天
命
之
謂
性
、
率
性
之
謂
道
、」（
中
華
書
局
新
編
諸
子
集
成
『
四

書
章
句
集
注
』、
十
七
頁
）
と
い
う
語
句
に
基
づ
い
て
「
天
命
之
性
」
は

「
上
帝
降
衷
之
性
」
と
言
い
換
え
ら
れ
、
人
格
的
天
に
淵
源
す
る
「
性
」

は
純
粋
無
雑
で
あ
っ
て
、「
情
」
の
世
界
と
は
次
元
を
異
に
す
る
の
で
、

こ
の
「
性
」
に
依
拠
す
る
限
り
、
人
間
の
道
徳
能
力
は
十
全
に
保
た
れ
る

と
言
う
の
で
あ
ろ
う
。

　
　

性
如
堂
皇

0

0

0

0

、
僕
隷
之
所
不
得
擾
也

0

0

0

0

0

0

0

0

。
性
不
為
主
、
雜
情
熾
、
堂
皇
無

主
、
僕
吏
登
矣
。
性
靈
一
覺
、
雜
情
濯
濯
。
堂
主
一
升

0

0

0

0

、
群
僕
寂

0

0

0

寂0

。
故
知
人
之
性

0

0

0

0

者
、
可
以
盡
人
之
性

0

0

0

0

矣
。
盡
人
性
者

0

0

0

0

、
化
其
情
者

0

0

0

0

也
。
化
人
之
情
者
、
自
盡
其
性
而
已
矣
。
自
盡
其
性
者
、
自
化
其
情

者
也
。
化
其
情
者

0

0

0

0

、
率
上
帝
而
已
矣

0

0

0

0

0

0

。
上
天
之
載

0

0

0

0

、
聲
臭
且
無

0

0

0

0

。
知0

天0

之
人
、
纎
欲
倶
絶
、
詎
令
七
者
之
潜
伏
之
流
溢
乎
哉
、
而
克
之
烏

容
以
已
（
同
「
七
克
序
」、
二
葉
表
裏
）。

　
「
性
」
が
主
人
と
し
て
君
臨
し｢

情｣

を
隷
属
下
に
置
く
こ
と
に
よ
っ

て
心
の
本
来
の
在
り
方
が
保
た
れ
る
。「
性
」
が
そ
の
働
き
を
全
う
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
「
情
」
は
正
常
な
状
態
に
置
か
れ
る
。
こ
う
し
て
「
性
」

と
「
情
」
の
本
来
あ
る
べ
き
秩
序
が
実
現
さ
れ
た
心
は
天
的
存
在
と
し
て

の
上
帝
に
仕
え
従
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
。

　
「
上
天
之
載
、
聲
臭
且
無
。」
と
い
う
語
は
『
詩
経
』「
大
雅
」「
文
王
」

に
出
て
来
る
語
句
で
『
中
庸
』
第
三
十
三
章
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。『
中

庸
』
の
同
箇
所
で
は
他
に
『
詩
経
』「
大
雅
」「
皇
矣
」
の
「
予
懷
明
德
、

不
大
聲
以
色
。」
及
び
「
大
雅
」「
烝
民
」
の
「
德
輶
如
毛
。」
が
引
用
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
実
際
に
は
三
つ
の
語
句
を
引
用
し
て
統
一
的
に
語

ら
れ
る
『
中
庸
』
の
解
釈
が
重
要
で
あ
る
。『
中
庸
』
の
こ
の
前
の
箇
所

で
は
『
詩
経
』「
周
頌
」「
烈
文
」
の
「
不
顯
惟
德
百
辟
其
刑
之
。」
と
い

う
語
句
が
引
用
さ
れ
、「
是
故
君
子
篤
恭
而
天
下
平
。」（
中
華
書
局
新
編
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諸
子
集
成
『
四
書
章
句
集
注
』、
四
十
頁
）
と
記
さ
れ
る
。
集
注
は
「
承

上
文
言
天
子
有
不
顯
之
德
、
而
詩
侯
法
之
、
則
其
德
愈
深
而
效
愈
遠
矣
。

篤
、
厚
也
。
篤
恭
、
言
不
顯
其
敬
也
。
篤
恭
而
天
下
平
、
乃
聖
人
至
德
淵

微
、
自
然
之
應
、
中
庸
之
極
功
也
。」（
四
十
頁
）
と
続
く
。
後
続
の
『
詩

経
』
の
三
つ
の
語
句
を
引
用
し
た
部
分
は
こ
の
箇
所
の
文
意
を
敷
衍
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
曹
于

の
「
序
」
の
中
の
「
上
天
之
載
、
聲
臭
且
無
。」
と

い
う
語
句
は
こ
れ
ら
の
こ
と
を
総
合
し
た
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
見

て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
は
「
不
顯
之
德
」、
す
な

わ
ち
外
面
に
現
わ
れ
出
な
い
内
面
の
徳
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
の
重
要
性
が

説
か
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　

終
わ
り
近
く
に
「
知
天
」
と
い
う
語
が
唐
突
に
出
て
来
る
。
こ
れ
は
前

出
す
る
「
知
人
之
性
」
と
関
係
す
る
の
で
は
な
い
か
。『
孟
子
』「
尽
心
篇

上
」
の
中
に
、「
盡
其
心
者
、
知0

其
性0

也
。
知
其
性
、
則
知
天

0

0

矣
。」（
前

掲
『
四
書
章
句
集
注
』、
三
四
九
頁
）
と
あ
る
。
曹
于

の
序
は
こ
れ
を

踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。「
性
」
を
知
る
者
は
「
性
」
を
尽

く
す
こ
と
が
出
来
る
の
み
な
ら
ず
、
天
を
知
る
に
至
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
こ

に
「
知
天
」
の
語
が
出
現
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
『
孟
子
』
で
は
こ
の
次
に
、「
存
其
心
、
養
其
性
、
所
以
事
天
也
。」（
三

四
九
頁
）
と
い
う
語
句
が
続
く
。
こ
の
「
存
其
心
、
養
其
性
」
に
具
体
的

に
対
応
す
る
形
で
「
纖
欲
倶
絶
、
詎
令
七
者
之
潜
伏
之
流
溢
乎
哉
、」
が

意
識
的
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
正
し
か
ら
ざ
る
欲

望
が
絶
た
れ
た
状
態
に
お
い
て
天
に
事
え
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ

る
。
従
っ
て
内
面
の
徳
を
保
つ
た
め
に
こ
の
よ
う
な
欲
望
を
克
服
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。『
七
克
』
は
七
つ
の
不
正
常
な
「
情
」
の
働
き
を
制
御

す
る
も
の
と
し
て
こ
の
必
要
に
沿
う
も
の
で
あ
る
。

　

曹
于

の
序
の
文
章
は
全
部
で
二
葉
で
あ
り
、
短
い
。
し
か
し
書
か
れ

た
も
の
を
表
面
的
に
な
ぞ
る
だ
け
で
は
意
味
が
よ
く
分
か
ら
な
い
。
引
用

さ
れ
た
語
句
の
全
体
や
一
つ
の
語
が
経
書
の
中
で
置
か
れ
て
い
る
全
体
の

文
脈
を
押
え
て
初
め
て
文
章
が
光
芒
を
発
す
る
よ
う
に
思
う
。
表
層
の
文

章
の
奥
に
ま
た
別
の
文
章
が
隠
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
重
厚
で
硬
質

な
文
章
で
は
な
い
の
か
。

　

曹
于

は
「
性
」
を
主
と
し
て
「
情
」
を
従
と
す
る
こ
と
を
述
べ
る
。

こ
れ
は
伝
統
的
な
朱
子
学
の
見
方
に
立
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
異
な
る

の
は
そ
の
よ
う
に
整
序
さ
れ
た
内
面
世
界
を
も
っ
て
、
人
格
的
天
と
し
て

形
象
化
さ
れ
た
「
上
帝
」
に
仕
え
る
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
「
上
帝
」
と
い
う
概
念
の
中
に
中
国
古
典
の
中
に
認
め
ら
れ
る

も
の
以
外
に
キ
リ
ス
ト
教
のD

eus

（
神
）
の
概
念
が
新
た
に
加
え
ら
れ

て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
杳
と
し
て
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
宣
教
師
と

の
交
渉
を
通
し
て
中
国
古
典
の
中
の
「
上
帝
」
を
キ
リ
ス
ト
教
の
唯
一
絶

対
な
る
人
格
的
存
在
と
し
て
のD

eus

（
神
）
に
対
応
さ
せ
る
方
法
に
触

発
さ
れ
、「
上
帝
」
を
天
の
人
格
的
形
象
と
し
て
捉
え
て
中
国
の
道
徳
思

想
を
再
解
釈
し
よ
う
と
し
た
志
向
性
は
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
で
あ

ろ
う
か
。

　

三
番
め
の
序
は
鄭
以
偉
の
「
七
克
序
」
で
あ
る
。

　
　

惟
于
静
中
執
一
私
己

0

0

0

0

0

0

0

0

、
于
是

鈎
瑣
膠
固
而
不
能
自
脫

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
故
樂
記
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曰
人
生
而
靜

0

0

0

0

、
天
之
性
也

0

0

0

0

。
感
於
物
而
動

0

0

0

0

0

、
性
之
欲
也

0

0

0

0

。
物
至
知

0

0

0

知0

、
然
後
好
惡
形
焉

0

0

0

0

0

0

。
好
惡
者
吾
之
所
爲
啼
笑
也
、
感
于
動
而
後
有

者
也
。
第
不
曰
情
之
欲
而
曰
性
之
欲
、
明
動
之
體
原
靜
也
。
不
曰
感

物
有
知
、
而
曰
物
至
知
知
、
明
靜
之
用
即
動
也
。
好
惡
非
性
病
、
附

于
己
、
則
物
至
而
人
化
物

0

0

0

0

0

0

矣
。
物
至
而
人
不
化
、
則
以
無
好
好
、
無

惡
惡
。
如
嬰
兒
日
笑
、
尚
不
知
有
己
。
何
知
有
順
違
、
只
為
墮
地
有

己
。
此
己
一
生
、
七
欲
並
作
（
鄭
以
偉
「
七
克
序
」〔
前
掲
蓬
左
文

庫
所
蔵
『
七
克　

一
』〕、
二
葉
表
裏
）。

　
『
礼
記
』「
楽
記
」
の
中
の
「
人
生
而
静
、
天
之
性
也
。
感
於
物
而
動
、

性
之
欲
也
。
物
至
知
知
、
然
後
好
惡
形
焉
。」（
前
掲
『
禮
記
正
義
』
巻
第

三
十
七
、「
樂
記
第
十
九
」〔
前
掲
「
十
三
經
注
疏　

整
理
本
」
第
十
二

冊
、
一
二
六
二
頁
〕）
と
い
う
語
句
と
「
則
是
物
至
而
人
化
物
也
」（
同

書
、
同
頁
）
と
い
う
語
句
を
引
い
て
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
外
的
刺
激

を
受
け
て
対
自
的
存
在
と
し
て
の
自
己
が
認
識
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
ろ

う
。
こ
の
対
自
的
自
己
認
識
と
と
も
に
欲
望
が
生
ず
る
わ
け
で
あ
る
。

　
　

己
者
欲
之
根
也

0

0

0

0

0

0

、
如
賊
帥
然

0

0

0

0

。
吾
夫
子
曰
克
己
復

0

0

0

禮0

。
克
己
者
主
靜

0

0

0

0

0

之
謂
也
。
主
靜
、
則
己
無
泊
處
而
欲
自
克
（
同
「
七
克
序
」、
三
葉

表
）。

　

こ
の
対
自
的
に
意
識
さ
れ
感
官
を
も
っ
て
認
識
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
自
己

が
欲
望
の
根
源
で
あ
る
。『
論
語
』「
顔
淵
」
に
説
か
れ
る
「
克
己
復
禮
」

の
中
の
「
克
己
」
は
そ
の
よ
う
な
可
感
的
自
己
に
打
ち
勝
つ
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
は
ま
た
「
主
静
」、
す
な
わ
ち
可
感
的
自
己
か
ら
自
由
に
な
る

こ
と
で
も
あ
る
。

　
　

雖
然
弓
矢
弢
則
與
枯
株
無
異

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
弢
弓
矢
不
若
弢
空
虚
者
之
無
觸
也

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

乃
天
下
不
少
矢
之
殺
人
者
。
求
其
為
枯
株
、
亦
何
可
得
哉
。
順
陽
龐

0

0

0

子
哀
世
人
之
多
欲

0

0

0

0

0

0

0

、
作
七
克
以
覺
之

0

0

0

0

0

0

曰
伏
傲
、
曰
平
妬
、
曰
解
貪
、

曰
熄
忿
、
曰
塞
饕
、
曰
防
婬
、
曰
策
怠
。
讀
之
若
射
候
之
下
不
覺
令

人
恭
可
以
折
慢
憧
。
…
…
苟
可
以
弢
弓
矢
而
止
其
殺
人
之
用

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
于
世

0

0

教
不
無
大
補
也

0

0

0

0

0

0

（
同
「
七
克
序
」、
三
葉
裏

－

四
葉
表
裏
）。

　

パ
ン
ト
ー
ハ
は
人
間
の
欲
望
の
多
さ
を
悲
嘆
し
て
『
七
克
』
と
い
う
書

物
を
著
わ
し
欲
望
の
克
服
の
手
立
て
を
示
し
た
。
そ
れ
は
人
に
武
器
を
保

持
さ
せ
た
状
態
で
武
器
を
使
用
出
来
な
い
よ
う
に
講
ず
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
武
器
そ
れ
自
身
が
な
い
こ
と
に
は
及
ば
な
い
け
れ
ど
も
、
武
器
の

使
用
を
制
御
し
て
人
の
生
命
を
守
る
こ
と
に
対
し
て
大
き
な
効
果
を
及
ぼ

す
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　

春
秋
抑
柤
之
會
而
進
黄
池
、
嘉
其
冠
端
而
藉
乎
成
周
為
得
尊
王
之
體

耳
。
夫
呉
王
夫
差
曰
好
冠
來

0

0

0

。
好
冠
来

0

0

0

、
慕
中
國
之
冠
、
尚
猶
予

之
。
况
慕
義
而
來
、
藉
聖
人
之
言
者
耶
。
雖
不
知
有
當
于
主
靜
與

否
、
亦
可
謂
善
籍
矣
（
同
「
七
克
序
」、
四
葉
裏
）。

　
『
春
秋
穀
梁
伝
』「
哀
公
十
三
年
」
の
中
の
「
公
會
晋
侯
及
呉
子
于
黄

池
。」（
范
甯
集
解
、
楊
士
勲
疏
『
春
秋
穀
梁
傳
注
疏
』
巻
第
二
十
「
哀
公

元
年
至
十
四
年
」〔
前
掲
「
十
三
經
注
疏　

整
理
本
」
第
二
十
二
冊
、
三

九
六
頁
〕）
と
い
う
「
経
」
に
対
す
る
「
伝
」
の
「
黄
池
之
會
、
呉
子
進

乎
哉
！
遂
子
矣
。
呉
、
夷
狄
之
國
也
、
祝
髪
文
身
。
欲
因
魯
之
禮
、
因
晋

之
權
、
而
請
冠
端
而
襲
。
其
籍
于
成
周
、
以
尊
天
王
、
呉
進
矣
。
呉
、
東

方
之
大
國
也
。
累
累
致
小
國
以
會
諸
候
、
以
合
乎
中
國
。
吳
能
爲
之
、
則
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不
臣
乎
？
呉
進
矣
。
王
、
尊
稱
也
。
子
、
卑
稱
也
。
辭
尊
稱
而
居
卑
稱
、

以
會
乎
諸
侯
、
以
尊
天
王
。
呉
王
夫
差
曰

：

『
好
冠
来

0

0

0

！
』
孔
子
曰

：

『
大
矣
哉

0

0

0

！
夫
差
未
能
言
冠
而
欲
冠
也

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。』」
と
い
う
語
句
に
基
づ
い
た
議

論
で
あ
る
。
注
に
は
「
不
知
冠
有
差
等
、
唯
欲
好
冠

0

0

。」（
三
九
七
頁
）
と

あ
る
。
岩
本
憲
司
『
春
秋
穀
梁
傳
范
甯
集
解
』（
汲
古
書
院
、
一
九
八
八

年
）
は
「
孔
子
曰
」
以
下
を
「
大
し
た
も
の
だ
な
あ
。
夫
差
は
、
冠
の
種

別
〔
名
〕
も
言
え
な
い
の
に
、
冠
を
欲
し
が
っ
た
〔
中
國
を
慕
う
心
が
強

か
っ
た
〕」（
四
三
九
頁
）
と
訳
す
。

　
「
夷
狄
之
国
」
か
ら
「
好
冠
」
以
上
の
価
値
を
有
す
る
中
華
の
「
義
」

を
慕
い
求
め
て
来
訪
し
聖
賢
の
教
え
を
学
ぶ
と
こ
ろ
の
パ
ン
ト
ー
ハ
に
呉

王
夫
差
と
同
等
以
上
の
待
遇
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
で
あ

る
。
周
縁
世
界
か
ら
の
来
訪
者
故
に
儒
教
の
「
主
靜
」
の
説
を
熟
知
せ
ず

述
べ
る
と
こ
ろ
は
精
髄
で
は
な
い
が
、
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　

人
處
函
蓋
中
央
、
如
人
腹
内
有
心
、
則
人
之
與
動
也
、
倶
來
哉
。
故

墮
地
啞
然
而
啼
矣
、
亡
何
夭
然
笑
。
則
順
違
之
故
也
。
順
違
所
起
以

墮
地
之
己

0

0

0

0

爲
己
而
不
復
知
無
己
之
己

0

0

0

0

。
無
己
之
己

0

0

0

0

、
靜
也

0

0

。
順
己

成
好
、
違
己
成
惡
。
由
是
從
殻
漏
子
起
見
識
、
與
年
長
爲
傲
爲
妬
爲

貪
爲
饕
爲
淫
爲
怠
、
大
約
撰
為
七
種
、
而
究
之
不
過
啼
笑
之
變
。
然

其
性
初
豈
有
己
哉
（
同
「
七
克
序
」、
一
葉
表
裏
）。

　

人
間
は
肉
体
を
有
す
る
存
在
で
あ
る
。
そ
の
た
め
ま
ず
自
己
を
可
感
的

存
在
と
し
て
意
識
す
る
。
こ
の
対
自
的
存
在
と
し
て
の
自
己
か
ら
様
々
な

規
範
を
逸
脱
し
た
情
動
が
生
じ
る
。
し
か
し
人
間
に
は
感
官
を
も
っ
て
し

て
は
捉
え
ら
れ
な
い
即
自
的
存
在
と
し
て
の
自
己
が
あ
る
。
従
っ
て
様
々

な
情
動
を
個
別
に
克
服
す
る
こ
と
は
現
象
的
な
次
元
で
の
消
息
で
あ
る
。

そ
の
根
源
的
な
解
決
は
対
自
的
現
象
的
な
存
在
と
し
て
の
自
己
か
ら
即
自

的
本
質
的
な
存
在
と
し
て
の
自
己
に
省
察
の
眼
を
転
ず
る
し
か
な
い
の
で

あ
る
。

　

鄭
以
偉
は
中
国
思
想
史
の
体
用
論
の
も
の
さ
し
を
も
っ
て
す
れ
ば
、

「
体
」
を
重
ん
ず
る
系
譜
に
立
つ
よ
う
で
あ
る
。
他
方
、
具
体
的
な
情
動

の
発
現
に
対
処
し
よ
う
と
す
る
パ
ン
ト
ー
ハ
の
『
七
克
』
は
「
用
」
に
注

目
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
双
方
の
態
度
は
き
わ
め
て
対
蹠
的
で
あ
る
。
し

か
し
、
中
国
の
教
化
を
慕
い
求
め
て
来
華
し
た
パ
ン
ト
ー
ハ
の
『
七
克
』

に
は
文
化
の
周
縁
性
と
い
う
限
界
を
視
野
に
入
れ
て
一
定
の
肯
定
的
評
価

を
与
え
た
。

　

前
掲W

altner

論
文
の
脚
注
七
十
四
の
箇
所
に
鄭
以
偉
の
二
編
の
詩

が
『
明
詩
綜
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
四
三
六

頁
）。
そ
の
う
ち
の
一
編
が
「
徵
兵
」
と
い
う
題
で
、「
羽
書
諸
道
召
勤

王
、
羅
幕
營
前
送
啓
行
、
隆
萬
邊
兵
恒
十
萬
、

門
但
付
戚
南
塘
。」

（『
明
詩
綜
』
巻
五
十
九
、
二
葉
裏
〔
世
界
書
局
、
一
九
八
五
年
、
下
冊
、

二
七
九
頁
〕）
と
い
う
詩
で
あ
る
。
こ
れ
は
北
辺
防
衛
の
態
勢
の
確
立
と

そ
の
維
持
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
詩

と
序
の
作
成
の
時
期
の
順
序
は
分
か
ら
な
い
が
、
鄭
以
偉
が
戦
乱
の
勃
発

を
危
惧
し
、
平
和
を
願
う
こ
と
の
切
な
る
心
情
の
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
を

彷
彿
さ
せ
る
。
彼
は
序
に
お
い
て
も
欲
望
を
人
を
殺
傷
す
る
武
器
で
あ
る

「
弓
矢
」
に
た
と
え
る
。
戦
争
の
根
本
原
因
を
心
の
中
に
見
出
す
の
で
あ

ろ
う
か
。
こ
の
欲
望
は
自
己
に
捕
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
生
ず
る
。「
己
者
欲
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之
根
也
、
如
賊
帥
然
。」（
同
序
、
三
葉
表
）
な
の
で
あ
る
。
こ
の
「
己
」

は
現
象
世
界
に
翻
弄
さ
れ
る
表
層
的
自
己
で
あ
る
。「
惟
于
静
中
執
一
私

己
、
于
是

鈎
瑣
、
膠
固
而
不
能
自
脫
。」（
二
葉
表
）
な
る
所
以
で
あ

る
。
し
か
し
自
己
に
は
本
質
世
界
に
属
す
深
層
的
自
己
、
す
な
わ
ち
「
無

己
之
己
」（
一
葉
表
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
現
象
世
界
に
影
響
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
不
動
の
自
己
で
あ
る
。『
論
語
』「
顔
淵
」
の
「
克
己
復
禮
」
の

「
克
己
」
と
は
こ
の
静
な
る
自
己
に
回
帰
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
深
層

的
自
己
の
存
在
に
目
覚
め
こ
れ
を
持
す
る
と
き
、
欲
望
か
ら
は
自
ず
と
解

放
さ
れ
る
。
他
方
、
パ
ン
ト
ー
ハ
の
『
七
克
』
は
表
層
的
自
己
に
の
み
目

を
留
め
た
工
夫
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
表
層
的
次
元
に
留
ま
る
限
り
欲

望
か
ら
の
根
源
的
な
解
決
は
な
い
け
れ
ど
も
、
永
続
的
に
工
夫
を
実
践
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
欲
望
が
暴
発
し
て
人
を
殺
傷
し
戦
争
を
引
き
起
こ
す
こ

と
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
限
り
で
有
意
義
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ

る
。
序
は
哲
学
的
思
索
に
基
づ
き
明
王
朝
体
制
の
平
和
（Pax Serica

）

の
維
持
を
至
上
命
題
と
し
た
上
で
な
さ
れ
た
議
論
で
は
な
い
で
あ
ろ
う

か
。

　

四
番
め
の
序
は
熊
明
遇
の
「
七
克
引
」
で
あ
る
。

　
　

所
携
圖
畫
巧
作
及
陳
個
海
外
謡
俗
風
聲
異
哉
。
所
聞
如
漢
博
朢
鑿

空
、
第
云
天
馬

竹
、
特
稗
師
之
街
談
耳
。
諸
公
大
雅
宏
達
、
殫
見

洽
聞
、
精
天
官
日
曆
算

0

0

0

0

0

0

甃0

之
學

0

0

、
而
猶
喜
言
名
理
以
事
天
帝
爲
宗
、

傅
華
語
學
華
文
字
、
篝
燈
攻
苦
、
無
異
儒
生
、
真
彼
所
謂
豪
傑
之
士

耶
（
熊
明
遇
「
七
克
引
」〔
前
掲
蓬
左
文
庫
所
蔵
『
七
克　

一
』〕、

一
葉
表
裏
）。

　

パ
ン
ト
ー
ハ
等
が
中
国
に
も
た
ら
し
た
海
外
風
俗
に
関
す
る
知
識
は
事

実
に
基
づ
き
信
頼
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
暦
法
や
数
学
に
精
通

し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
形
而
上
の
理
論
を
好
み
そ
れ
に
よ
っ
て

万
物
を
支
配
す
る
天
の
主
宰
者
に
仕
え
る
こ
と
を
大
原
則
と
し
て
い
る
。

中
国
の
言
葉
を
学
び
日
夜
研
鑽
に
励
ん
で
い
る
点
は
中
国
の
儒
教
の
徒
と

同
じ
で
あ
る
。

　
　

七
克
一
書
順
陽
所
著
、
大
抵
舳0

欲
存
理

0

0

0

、
歸
本
事
天

0

0

0

0

、
澹
而
不
浮
、

質
而
不
俚
、
華
而
不
穢
。
至
稱
引
西
方
聖
賢
言
行
、
有
鴻
寶
論
衡
之

0

0

0

0

0

0

新0

、
無
鄭
圃

0

0

0

潻0

園
之
誕

0

0

0

。
薦
紳
先
生
家
戸
傳
之
、
即
耕
父
販
夫
耳
。

所
謂
天
門
火
宅
亦
凛
凛
如
也
。
同
文
之
朝
第
收
篇
籍
、
詎
令

㝠
五

都
之
市
哉
（
同
「
七
克
引
」、
一
葉
裏

－

二
葉
表
）。

　

パ
ン
ト
ー
ハ
の
著
わ
す
と
こ
ろ
の
『
七
克
』
の
要
旨
は
人
欲
を
抑
え
天

理
を
存
し
、
万
物
の
根
源
に
立
ち
帰
っ
て
天
に
事
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

こ
に
は
『
論
衡
』
の
新
奇
さ
は
あ
る
が
、『
列
子
』
や
『
荘
子
』
の
荒
誕

さ
は
な
い
。
パ
ン
ト
ー
ハ
た
ち
は
農
夫
、
商
人
の
よ
う
に
熱
心
に
家
々
に

教
え
を
説
い
て
回
る
。

　
　

孔
子
論
仁
於
視
聴
言
動

0

0

0

0

0

0

之
四
目
而
以
禮0

克0

、
孟
子
論
性
於
口
鼻
耳
目

0

0

0

0

四
肢
之
五
官
而
以
命
克

0

0

。
鄒
魯
相
傳
所
以

道
之
㣲
、
安
人
之
危
。

千
古
如
日
月
經
天
。
不
意
、
西
方
之
士
亦
我
素
王
功
臣
也
（
同
「
七

克
引
」、
二
葉
表
裏
）。

　
『
論
語
』「
顔
淵
」
の
中
の
「
克
己
復
禮
爲
仁
。」（
中
華
書
局
新
編
諸
子

集
成
『
四
書
章
句
集
注
』、
一
三
一
頁
）
と
い
う
語
句
と
「
非
禮
勿
視
、

非
禮
勿
聽
、
非
禮
勿
言
、
非
禮
勿
動
。」（
一
三
二
頁
）
と
い
う
語
句
か
ら
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孔
子
は
「
礼
」
に
よ
っ
て
視
聴
言
動
を
整
え
る
こ
と
が
「
克
己
」
の
内
実

で
あ
る
と
を
説
い
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
、
他
方
『
孟
子
』「
尽
心
篇　

下
」
の
中
の
「
口
之
於
味
也
、
目
之
於
色
也
、
耳
之
於
聲
也
、
鼻
之
於
臭

也
、
四
肢
之
於
安
佚
也
、
性
也
、
有
命
焉
、
君
子
不
謂
性
也
。」（
前
掲
中

華
書
局
『
四
書
章
句
集
注
』、
三
六
九
頁
）
と
い
う
語
句
か
ら
孟
子
は

「
命
」
と
い
う
捉
え
方
に
よ
っ
て
感
官
の
欲
望
を
克
服
す
べ
き
で
あ
る
と

述
べ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
孔
子
と
孟
子
は
道
の
微

妙
な
る
と
こ
ろ
と
人
を
危
難
か
ら
救
う
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
欲
望
の
放

恣
を
「
礼
」
と
「
命
」
に
よ
っ
て
整
え
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

儒
教
は
可
感
的
な
欲
望
を
「
礼
」
と
い
う
外
的
規
制
や
「
命
」
と
い
う

天
に
淵
源
す
る
概
念
を
駆
使
し
て
制
御
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
具

体
的
に
七
つ
に
分
類
さ
れ
た
欲
望
を
個
別
に
打
ち
勝
つ
こ
と
を
教
え
る

『
七
克
』
を
著
わ
し
た
パ
ン
ト
ー
ハ
も
ま
た
欲
望
制
御
の
教
え
を
説
い
た

孔
子
や
孟
子
と
い
う
儒
教
の
聖
人
の
系
列
に
位
置
す
る
こ
と
を
熊
明
遇
は

強
く
示
唆
す
る
の
で
あ
る
。

　

熊
明
遇
は
東
林
派
の
士
人
で
あ
る
。
東
林
派
は
無
善
無
悪
思
想
を
批
判

す
る
。
そ
れ
は
全
体
と
し
て
自
ず
と
為
善
去
悪
の
思
想
、
言
い
換
え
れ
ば

宋
学
以
来
の
伝
統
的
な
「
人
欲
を
去
り
天
理
を
存
す
」（
池
田
知
久
・
溝

口
雄
三
「
公
私
」
東
京
大
学
出
版
会
『
中
国
思
想
文
化
事
典
』、
二
五
九

頁
）
と
い
う
考
え
方
に
立
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

熊
明
遇
も
こ
の
天
理
と
人
欲
を
対
立
的
な
二
項
と
し
て
捉
え
る
伝
統
的

な
見
方
に
立
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
取
り
上
げ
ら
れ
た
『
論
語
』

と
『
孟
子
』
の
箇
所
が
そ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
パ
ン

ト
ー
ハ
の
『
七
克
』
を
評
価
す
る
の
も
ま
た
こ
の
観
点
に
拠
る
も
の
と
言

え
る
。
こ
の
こ
と
は
二
〇
一
三
年
八
月
に
訪
台
し
た
折
に
徐
光
台
先
生
か

ら
頂
戴
し
た
「
西
方
基
督
神
學
對
東
林
人
士
熊
明
遇
的
衝
激
及
其
反
應
」

（『
漢
學
研
究
』
第
二
十
六
巻
第
三
期
、
二
〇
〇
八
年
）
の
中
の
「
彼
は
パ

ン
ト
ー
ハ
が
『
事
天
帝
為
宗
』
の
立
場
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
は
い
た
け

れ
ど
も
、
儒
家
倫
理
の
観
点
か
ら
本
書
を
解
読
し
、『
七
克
』
が
『
大
抵

遏
欲
存
理
、
帰
本
事
天
』
を
説
く
も
の
で
あ
る
と
見
な
し
、『
七
克
』
を

孔
子
が
『
仁
』
に
つ
い
て
論
じ
た
と
こ
ろ
及
び
孟
子
が
『
性
』
に
つ
い
て

論
じ
た
と
こ
ろ
と
引
き
比
べ
、
パ
ン
ト
ー
ハ
の
こ
と
を
『
亦
我
素
王
之
功

臣
也
。』
と
孔
子
の
功
臣
で
あ
る
と
捉
え
た
。」
と
い
う
論
述
（
二
一
三

頁
）
と
も
重
な
る
部
分
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
臆
測
す
る
も
の
で
あ

る
。

　

熊
明
遇
の
「
引
」
は
二
葉
半
ほ
ど
で
あ
っ
て
序
を
寄
せ
た
五
者
の
中
で

も
っ
と
も
短
い
。
欲
望
を
制
御
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
点
で
は
東
林
派
の

立
場
に
立
つ
。『
七
克
』
が
欲
望
克
服
の
手
立
て
を
示
す
も
の
と
し
て
は

自
ら
の
意
に
適
う
。
し
か
し
こ
の
こ
と
を
彼
は
「
引
」
の
中
に
明
確
に
言

語
化
し
て
は
い
な
い
。

　

彼
の
「
引
」
の
特
徴
は
宣
教
師
が
「
精
天
官
日
曆
算
數
之
学
」（「
引
」、

一
葉
裏
）、
つ
ま
り
天
文
暦
算
の
学
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
を
言
及
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
自
然
科
学
の
知
識
を
有
し
、『
表
度
説
』
の
序

も
書
い
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
全
部
で
五
葉
の
長
さ
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、

「
西
域
歐
邏
巴
國
人
、
四
泛
大
海
、
周
遭
地
輪
、
上
窺
玄
象
、
下
採
風

謠
、
彙
合
成
書
、
確
然
理
解
。
仲
尼
問
于
剡
子
曰
、
天
下
失
官
、
學
在
四
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夷
。
其
語
猶
信
。」（
熊
明
遇
「
序
」、
四
葉
表
裏
〔
臺
湾
學
生
書
局
『
天

學
初
函
（
五
）』、
二
五
二
九
頁

－

二
五
三
〇
頁
。
蓬
左
文
庫
所
蔵
『
天
學

初
函
』
第
七
冊
所
収
の
『
表
度
説
』
に
は
周
子
愚
と
李
之
藻
の
序
が
あ

り
、
熊
明
遇
の
序
は
な
い
）
と
記
す
。
最
後
の
引
用
は
左
伝
「
昭
公
十
七

年
」
の
中
の
「
仲
尼
聞
之
、
見
於

子
而
學
之
。
既
而
告
人
曰

：

『
吾
聞

之
、
天
子
失
官
、
學
在
四
夷

0

0

0

0

、
猶
信
。』」（
左
立
明
傳
、
杜
預
注
『
春
秋

左
氏
傳
正
義
』
巻
第
四
十
八
〔
前
掲
「
十
三
經
注
疏　

整
理
本
」
第
十
九

冊
、
一
五
七
三
頁

－

一
五
七
四
頁
）
に
拠
っ
て
い
る
。
熊
明
遇
は
自
然
科

学
者
と
し
て
中
華
世
界
の
外
で
も
学
術
的
真
理
が
発
見
さ
れ
共
有
さ
れ
る

べ
き
こ
と
を
洞
察
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
幅
広
い
視
野
か
ら
西
洋
伝
来

の
『
七
克
』
の
倫
理
学
的
価
値
を
認
め
る
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ

う
か
。

　

五
番
め
の
序
は
陳
亮
采
の
「
七
克
篇
序
」
で
あ
る
。

　
　

湯
余
年
方
垂
髫
、
即
於
天
主
耶
蘇
之
教

有
聞
也
。
盖
吾
郷
之
舶
於

海
者
與
大
西
人
遊
歸
為
余
言
、
天
主
耶
穌
之
教
以
事
天
地
之
主
為

主
、
以
仁
愛
信
望
天
主
為
宗
、
以
愛
養
教
化
人
為
功
用
、
以
悔
罪
歸

誠
為
入
門
、
以
生
死
大
事
有
推
無
患
為
究
竟
。
余
聞
其
個
而
心
嚮

（
陳
亮
采
「
七
克
篇
序
」〔
前
掲
『
七
克　

一
』〕、
一
葉
表
裏
）。

　

陳
亮
采
は
福
建
省
泉
州
府
の
人
で
あ
る
。
陳
支
平
、
李
少
明
『
基
督
教

与
福
建
民
間
社
会
』（
厦
門
大
学
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
に
よ
れ
ば
、

明
中
葉
に
お
い
て
福
建
で
は
私
人
に
よ
る
海
上
貿
易
が
発
達
し
、
こ
れ
に

よ
っ
て
宣
教
師
は
福
建
の
商
人
と
民
衆
と
広
範
な
交
渉
を
持
つ
こ
と
が
出

来
た
（
九
頁
。
他
に
、
陳
支
平
『
福
建
宗
教
史
』
福
建
教
育
出
版
社
、
一

九
九
六
年
、
三
七
六
頁
）。
泉
州
は
海
上
交
通
の
要
衝
と
し
て
名
高
い
土

地
で
あ
る
。
泉
州
商
人
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
大
航
海
時
代
に
あ
っ
て
交
易

し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
人
と
時
を
同
じ
く
し
て
宣

教
師
も
来
華
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
人
か
ら
か
宣
教
師
か
ら
か
、
そ
の
双

方
か
ら
泉
州
商
人
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
を
聞
き
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
同
書
に
よ
れ
ば
、
明
末
清
初
に
お
い
て
福
建
の
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教

は
一
つ
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
。
と
り
わ
け
沿
海
地
域
、
た
と
え
ば
泉
州
な

ど
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
十
二
頁
）。
そ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
理
解

は
決
し
て
表
層
的
な
も
の
で
は
な
く
、
本
質
を
衝
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

陳
亮
采
は
泉
州
商
人
か
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
を
伝
え
聞
き
、
心
動
か
さ

れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　

其
後
二
十
餘
年
以
待
次
都
門
、
得
交
西
泰
利
君
、
持
所
聞
質
之
。
利

君
輙
大
詫
。
因
得
畢
聞
其
說
。
所
謂
天
主
實
義
、
畸
人
十
篇
者
、
每

閱
卒
篇
、
余
亦
復
大
詫
、
謂
與
周
孔
教
合
。
其
後
復
因
西
泰
以
交
順

陽
龐
君
、
一
覯
而
稱
莫
逆
（
同
「
七
克
篇
序
」、
一
葉
裏
）。

　

陳
亮
采
は
そ
の
二
十
年
余
り
後
、
北
京
で
リ
ッ
チ
に
会
う
。
そ
こ
で
そ

れ
ま
で
聞
い
て
い
た
と
こ
ろ
の
真
偽
を
尋
ね
た
。
ま
た
リ
ッ
チ
の
著
に
な

る
『
天
主
實
義
』
と
『
畸
人
十
篇
』
を
読
み
通
し
、
そ
れ
が
聖
人
の
教
え

と
一
致
す
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
の
後
、
リ
ッ
チ
を
介
し
て
パ
ン
ト
ー
ハ

を
知
り
、
親
し
く
交
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　

一
日
龐
君
過
余
曰
、
東
方
之
士
才
智
絶
倫
、
従
事
於
學
者
非
乏
。
獨

本
領
迷
耳
。
夫
學
不
稟
於
天
而
惟
心
師
辟
、
泛
舟
洪
洋
而
失
其
舵

也
。
其
弊
方
且
認
賊
為
子
、
認
邪
魔
而
為
天
神
也
。
嗚
呼
、
殆
哉
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（
同
「
七
克
篇
序
」、
一
葉
裏

－

二
葉
表
）。

　

パ
ン
ト
ー
ハ
は
中
国
の
知
識
人
が
才
能
豊
か
で
あ
る
こ
と
を
認
め
つ
つ

も
、
そ
の
学
問
が
天
に
根
拠
を
置
か
ず
に
、
動
揺
し
て
や
ま
な
い
人
の
心

を
基
準
に
す
る
こ
と
を
批
判
す
る
。

　
　

余
曰
唯
唯
否
否
。
夫
戒
慎
恐
懼
以
率
其
天
命
之
性
而
達
於
上
天
之

載
。
此
吾
儒
真
本
領
、
真
學
問
也
。
但
恐
愚
俗
不
知
天
為
何
物
而
以

為
在
於
蒼
茫
窮
㝠
之
表
。
故
權
而
詔
之
曰
、
天
即
在
吾
心

0

0

0

0

0

是
也
、
而

後
之
學
者
遂
認
心
為
天

0

0

0

0

、
以
為
横
行
直
撞
、
真
機
旁
皇
、
擺
落
規

0

0

0

條0

、
快
樂
自
在
、
而
霞
流
為
無
忌
憚
之
小
人
、
是
豈
周
孔
之
教
則
然

哉
（
同
「
七
克
篇
序
」、
二
葉
表
裏
）。

　

陳
亮
采
は
こ
れ
に
対
し
て
『
中
庸
』
第
一
章
の
中
の
「
是
故
君
子
戒
慎

乎
其
所
不
睹
、
恐
懼
乎
其
所
不
聞
。」（
前
掲
『
四
書
章
句
集
注
』、
十
七

頁
）
と
い
う
語
句
を
拠
り
ど
こ
ろ
に
し
て
反
論
す
る
。
内
面
を
そ
の
極
限

に
ま
で
重
視
す
る
（「
認
心
為
天
」）
と
こ
ろ
の
王
学
末
流
は
既
存
の
規
範

を
打
ち
払
い
（「
擺
落
規
條
」）、
つ
い
に
は
「
無
善
無
悪
」
の
思
想
に
辿

り
着
い
て
道
徳
的
な
放
恣
の
観
を
呈
し
て
い
る
。
こ
れ
は
聖
人
の
教
え
で

は
あ
り
得
な
い
（「
天
即
在
吾
心
」
と
い
う
語
句
に
つ
い
て
は
二
〇
一
三

年
十
二
月
二
十
七
日
に
台
湾
の
國
立
清
華
大
學
を
訪
問
し
た
折
、
大
学
院

生
の
蕭
永
龍
さ
ん
に
同
大
学
図
書
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
検
索
し
て
い
た

だ
い
た
。
そ
の
結
果
、
元
の
陳
櫟
の
撰
に
な
る
『
書
集
傳
纂
疏
』
の
中
の

用
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。『
書
経
』「
呂
刑
」
の
中
の
「
典
獄
、
非
訖
于

威
、
惟
訖
于
富
。
敬
忌
、
罔
有
擇
言
在
身
。
惟
克
天
德
、
自
作
元
命
、
配

享
在
下
。」（『
尚
書
正
義
』
巻
第
十
九
〔「
十
三
經
注
疏　

整
理
本
」
第
二

冊
、
六
三
七
頁
―
六
三
八
頁
）
の
箇
所
の
「
纂
疏
」
の
中
に
、「
念
念
知

有
天
在
上
且
知
天
實
在
吾
心
中

0

0

0

0

0

0

可
也
。」（『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
第

六
十
一
冊
、
經
部
五
十
五
、
驪
江
出
版
社
、
一
九
八
八
年
、
四
三
八
頁
）

と
あ
っ
た
。
記
し
て
感
謝
す
。
た
だ
、
陳
亮
采
の
指
し
て
い
る
も
の
が
果

た
し
て
こ
の
語
句
で
あ
る
か
を
判
断
す
る
力
が
わ
た
く
し
に
は
な
い
こ
と

を
憾
み
と
す
る
）。

　
　

龐
君
殊
擊
節
余
個
、
因
持
所
論
著
七
克
篇
示
余
。
余
卒
業
焉
。
其
書

精
實
切
近
、
多
吾
儒
所
雅
稱
。
至
其
語
語
字
字
、
刺
骨
透
心
、
則
儒

門
皷
吹
也
。
其
欲
念
念
息
息
皈
依
上
帝
以
冀
享
天
報
而
永
免

淪
、

則
儒
門
羽
翼
也
（
同
「
七
克
篇
序
」、
二
葉
裏

－

三
葉
表
）。

　

陳
亮
采
が
パ
ン
ト
ー
ハ
の
『
七
克
』
を
つ
ぶ
さ
に
目
を
通
し
て
み
る

と
、
心
に
響
く
言
葉
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
お
り
、
儒
教
を
世
に
知
ら
し
め

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
上
帝
に
帰
依
す
る
こ
と
を
通
し
て
道
徳
に
自

ら
を
律
し
儒
教
の
教
化
を
助
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
思
い
至
っ
た
。

　
　

且
夫
克
之
為
義
、
孔
顔
稱
之
矣
。
一
日
克
己
、
天
下
歸
仁
、
並
育
並

行
、
聖
神
極
事
、
而
其
工
夫
惟
曰
、
非
禮
、
勿
視
聴
與
言
動
而
已
。

無
高
詞
、
無
侈
個
。
真
積
既
久
、
上
與
天
通
。
是
故
孔
門
之
教
、
期

於
達
天
、
顔
子
之
學
、
謂
之
乾
道
。
故
四
勿
也
、
七
克
也
、
其
義
一

也
（
同
「
七
克
篇
序
」、
三
葉
表
裏
）。

　
『
論
語
』「
顔
淵
」
の
中
の
「
一
日
克
己
復
禮
、
天
下
歸
仁
焉
。」（
前
掲

『
四
書
章
句
集
注
』、
一
三
一
頁
）
と
い
う
語
句
及
び
「
非
禮
勿
視
、
非
禮

勿
聽
、
非
禮
勿
言
、
非
禮
勿
動
。」（
一
三
二
頁
）
と
い
う
語
句
、
並
び
に

『
中
庸
』
第
三
十
章
の
中
の
「
萬
万
物
並
育
而
不
相
害
、
道
並
行
而
不
相
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悖
、」（
三
十
七
頁
）
と
い
う
語
句
、「
中
庸
章
句
序
」
の
中
の
「
蓋
自
上

古
聖
神
繼
天
立
極
、
而
而
道
統
之
傳
有
自
來
矣
。」（
十
四
頁
）
と
い
う
語

句
を
も
と
に
し
て
、『
七
克
』
の
説
く
七
つ
の
克
服
の
「
七
克
」
が
『
論

語
』
の
説
く
四
つ
の
忌
避
で
あ
る
「
四
勿
」
が
意
味
を
同
じ
く
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。

　
　

所
悪
於
覬
者
、
謂
人
世
之
報
耳
。
天
徳
無
際
、
天
報
無
涯
。
圖
天
之

報
俛
焉
、
日
有
孳
孳
、
惟
日
不
足
。
此
文
所
以
純
亦
不
已
、
而
孔
所

以
不
知
老
至
也
。
奈
之
何
、
其
諱
言
報
也
。
周
孔
黜
人
世
之
報
以
虚

其
心
、
大
西
希
生
天
之
報
以
實
其
証
、
東
西
南
北
、
聖
聖
一
揆
、
豈

非
然
哉
（
同
「
七
克
篇
序
」、
三
葉
裏

－

四
葉
表
）。

　

聖
人
は
こ
の
世
で
の
報
い
を
求
め
て
行
動
す
る
こ
と
を
良
し
と
は
し
な

か
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
教
え
で
は
来
た
る
べ
き
世
で
報
い
を
享
け
る
こ

と
を
目
指
し
て
ふ
る
ま
う
こ
と
を
良
し
と
し
た
。
こ
の
西
洋
の
教
え
も
ま

た
地
上
で
の
報
い
を
求
め
て
生
き
る
よ
う
に
促
し
は
し
な
い
。
西
洋
の
教

え
は
中
国
の
儒
教
と
道
徳
実
践
の
重
視
と
い
う
点
に
お
い
て
契
合
す
る
の

で
あ
る
。

　

陳
亮
采
は
郷
里
に
て
泉
州
商
人
よ
り
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
を
耳
に
し
、

官
途
に
就
い
て
後
は
北
京
で
リ
ッ
チ
と
交
わ
り
を
持
ち
、『
天
主
実
義
』

な
ど
の
彼
の
著
作
に
触
れ
、
次
い
で
パ
ン
ト
ー
ハ
を
知
り
『
七
克
』
を
読

む
に
至
っ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
を
伝
え
る
人
と
語
り
合
い
、
ま
た
そ

の
書
を
通
し
て
詳
し
く
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
を
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

陳
亮
采
の
序
は
パ
ン
ト
ー
ハ
と
の
議
論
が
主
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

異
国
か
ら
来
華
し
た
宣
教
師
が
明
末
中
国
の
思
想
状
況
を
的
確
に
捉
え
て

い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
そ
れ
は
内
面
を
極
限
ま
で
重
視
し
絶
対
化
す
る

李
卓
吾
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
王
学
左
派
の
思
想
が
広
が
り
を
見
せ
て
明
王

朝
体
の
秩
序
を
支
え
て
い
た
既
存
の
規
範
が
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
士
大
夫
と

し
て
は
極
め
て
危
惧
す
べ
き
状
況
で
あ
っ
た
。

　

天
に
権
威
の
根
拠
を
置
く
絶
対
的
で
不
動
の
規
範
の
確
立
が
明
末
中
国

に
お
い
て
も
時
代
的
要
請
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な

時
代
的
要
請
に
合
致
す
る
も
の
と
し
て
パ
ン
ト
ー
ハ
の
『
七
克
』
は
陳
亮

采
の
眼
前
に
迫
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
、
楊
廷
筠
、
曹
于

、
鄭
以
偉
、
熊
明
遇
、
陳
亮
采
の
表
わ
し
た

序
に
つ
い
て
見
て
み
た
。
楊
廷
筠
に
つ
い
て
は
別
格
で
あ
り
、
彼
の
カ
ト

リ
ッ
ク
理
解
は
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
。
他
方
、
そ
の
ほ
か
の
士
人
の
序

は
容
教
士
人
の
文
で
あ
る
（
こ
こ
で
用
い
る
「
奉
教
士
人
」
と
「
容
教
士

人
」
と
い
う
語
は
後
藤
基
巳
『
明
清
思
想
と
キ
リ
ス
ト
教
』〔
研
文
出

版
、
一
九
七
九
年
〕
に
負
っ
て
い
る
。
後
藤
基
巳
は
同
書
の
中
で
奉
教
士

人
と
し
て
徐
光
啓
を
、
容
教
士
人
と
し
て
馮
琦
を
取
り
上
げ
る
。「
馮
琦

小
論
」
の
中
で
、「
容
教
と
い
う
こ
と
ば
は
、
奉
教
と
い
う
こ
と
ば
ほ
ど

一
般
に
定
着
し
た
用
語
と
は
言
い
得
な
い
が
、
天カ

ト
リ
ッ
ク

主
教
の
信
仰
に
親
近
し

こ
れ
を
許
容
し
よ
う
と
し
た
親プ
ロ
・
カ
ト
リ
ッ
ク

天
主
教
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
用
い
ら
れ

る
」〔
同
書
、
一
六
一
頁
〕
と
こ
と
わ
る
。
記
し
て
感
謝
す
）。
容
教
士
人

は
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
を
許
容
し
た
た
め
に
、
カ
ト
リ
ッ

ク
の
明
末
思
想
に
お
け
る
社
会
的
意
味
を
考
え
る
う
え
で
は
容
教
士
人
の

借
わ
し
た
文
章
が
重
要
に
な
っ
て
来
よ
う
。

　

四
名
の
容
教
士
人
の
序
に
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
カ
ト
リ
ッ
ク
に
対
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す
る
知
識
の
深
浅
や
宣
教
師
と
の
交
際
の
親
密
さ
の
差
異
に
か
か
わ
ら

ず
、
い
ず
れ
も
『
論
語
』
や
『
中
庸
』
な
ど
の
伝
統
的
で
正
統
的
な
中
国

思
想
に
引
き
寄
せ
て
パ
ン
ト
ー
ハ
の
著
わ
し
た
『
七
克
』
を
捉
え
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
一
言
触
れ
て
お
き
た
い
の
は
、
明
末
の
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
の
歴

史
の
中
で
は
ほ
と
ん
ど
無
名
の
容
教
士
人
鄭
以
偉
と
陳
亮
采
の
序
が
質
量

共
に
圧
巻
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
明
末
の
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
は
こ
の
よ

う
な
歴
史
の
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
か
ら
は
無
縁
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
、
そ

の
意
味
で
無
名
の
士
の
助
力
を
得
て
前
進
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　

明
末
中
国
は
体
制
の
綻
び
が
随
処
に
現
わ
れ
出
た
。
一
方
、
内
面
重
視

の
極
限
と
し
て
の
「
無
善
無
悪
」
思
想
な
ど
が
流
行
し
、
社
会
秩
序
を
支

え
る
規
範
が
浸
食
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
、
思
想
状

況
の
中
で
東
林
派
或
い
は
東
林
派
に
近
い
人
々
は
事
態
打
開
の
た
め
の
解

決
策
を
日
夜
思
案
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

西
来
の
カ
ト
リ
ッ
ク
思
想
は
こ
の
よ
う
な
士
人
た
ち
の
問
題
意
識
に
適

合
す
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。『
七
克
』
が
呈
示
す
る
倫
理
は
中
国
の
伝

統
倫
理
と
共
鳴
し
合
う
部
分
が
多
く
、
東
林
派
士
人
或
い
は
そ
れ
に
近
い

人
々
は
既
存
の
社
会
倫
理
を
崩
壊
さ
せ
得
る
潜
在
力
を
有
す
る
「
無
善
無

悪
」
思
想
と
対
抗
す
る
う
え
で
意
義
を
認
め
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
カ

ト
リ
ッ
ク
倫
理
の
中
心
の
座
に
十
戒
が
位
置
し
て
い
た
の
で
あ
る
と
彼
ら

は
不
分
明
な
ま
ま
に
意
識
し
、
或
い
は
期
待
し
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う

か
（
続
）。

付
記

こ
の
一
月
三
十
一
日
に
語
学
共
同
研
究
室
に
お
勤
め
の
蟹
江
美
樹
さ
ん
が
ご
退

職
さ
れ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
ま
た
三
月
三
十
一
日
に
は
胡
麻
本
明
子
さ
ん

が
定
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま
す
。『
言
語
と
文
化
』
の
編
集
で
は
お
二
人
に

は
こ
れ
ま
で
一
方
な
ら
ぬ
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
致
し
ま
す
。

拙
文
が
さ
さ
や
か
な
餞
の
一
つ
に
で
も
な
れ
ば
と
願
い
ま
す
。
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